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ひと足早いクリスマス 
        （児童館チャイコムで ） 

特集1 
　  
 
特集2 
  
 
 
 
 
 

乗っとく!？　らん 　らんバス 

「脳を育て 夢をかなえる」川島隆太講演会 

後期高齢者医療制度 

高齢介護課からのお知らせ 

最新トピックス 

小・中・特別支援学校、幼稚園にエアコン設置 

暮らしのコラム・ゆぴか・おの検定 

暮らしの情報 

施設だより 

まちのわだい 

ふれあいひろば 

成人式実行委員会からのお願い　ほか 
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対
象
路
線
の
指
定
区
間
で
は
、
バ
ス
停
の

あ
る
と
こ
ろ
以
外
で
も
バ
ス
が
停
車
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
車
間
距
離
を
十
分
と
っ

て
追
突
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

指
定
さ
れ
た
区
間
に
限
り
、
バ

ス
停
以
外
の
場
所
で
も
バ
ス
の
乗

り
降
り
が
自
由
に
で
き
ま
す
。 

▼
対
象
路
線
・
指
定
区
間
 

①
北
回
り
循
環
ル
ー
ト（
天
神
東
ケ
丘
の
一

部
） 

②
南
回
り
循
環
ル
ー
ト（
小
野
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
一
部
） 

③
河
合
統
合
ル
ー
ト（
河
合
中
町
の
一
部
） 

④
大
開
ル
ー
ト（
長
尾
町
の
一
部
〜
栄
町
バ

ス
停
間
、
大
開
町
の
一
部
） 

⑤
ひ
ま
わ
り
タ
ウ
ン
ル
ー
ト（
ひ
ま
わ
り
タ

ウ
ン
の
一
部
） 

※
詳
し
く
は
、
１０
月
配
布
の
時
刻
表
参
照
 

▼
乗
車
方
法
　
原
則
、
バ
ス
の
進
行
方
向
左

側
で
、
バ
ス
が
来
た
ら
手
を
あ
げ
て
合
図
。 

▼
降
車
方
法
　
早
め
に
降
車
ブ
ザ
ー
を
押
し

（
目
的
地
ま
で
の
距
離
約
５０
ｍ
が
目
安
）、

口
頭
で
降
り
る
場
所
を
伝
え
る
。 

▼
ご
利
用
上
の
注
意
 

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
の
場
合
を

除
き
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

※
指
定
区
間
で
あ
っ
て
も
、
交
差
点
付
近
な

ど
危
険
な
場
所
で
の
乗
車
、
降
車
は
で
き

ま
せ
ん
。 

他
の
ル
ー
ト
へ
乗
り
継
ぎ
し
な

い
と
目
的
地
へ
行
け
な
い
場
合
に
、

乗
り
継
ぎ
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出

る
と
、
乗
り
継
い
で
も
１
回
の
運

賃
で
目
的
地
ま
で
行
け
ま
す
。 

▼
乗
り
継
ぎ
方
法
 

①
１
回
目
の
降
車
時
、
運
賃
１
０
０
円
を
支

払
っ
て
運
転
士
に
乗
り
継
ぐ
こ
と
を
伝
え
、

「
乗
り
継
ぎ
券
」
を
受
け
取
る
。 

②
２
回
目
の
降
車
時
、「
乗
り
継
ぎ
券
」
を

運
転
士
に
渡
す
。 

※
６５
歳
以
上
、
小
学
生
以
下
、
障
が
い
者
は
、

乗
り
換
え
後
の
運
賃
も
無
料
。「
乗
り
継

ぎ
券
」
を
受
け
取
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
の
改
正
か
ら
２
か
月
。
日

常
的
に
「
ら
ん
　
ら
ん
バ
ス
」
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
の
お
話
を
う
か
が
お
う
と
、
取
材
に
で
か
け

ま
し
た
（
こ
こ
で
は
、
協
力
い
た
だ
い
た
３
組
の

方
を
ご
紹
介
）。 

ま
た
、
次
の
ダ
イ
ヤ
ま
で
時
間
待
ち
の
運
転

士
さ
ん
も
見
つ
け
た
の
で
お
話
す
る
と
…
 

「
本
当
は
駄
目
な
ん
で
す
が
、
利
用
さ
れ
る
常

連
の
お
客
さ
ん
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
る
と
、
つ
い

つ
い
…
。」 

こ
の
よ
う
な
、「
ら
ん
 
ら
ん
バ
ス
」
な
ら
で

は
の
雰
囲
気
を
体
感
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
足

と
し
て
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

中
・
高
校
生
を
対
象
に
冬
休
み
期
間
中
、

ら
ん
　
ら
ん
バ
ス
の
運
賃
を
無
料
に
し
ま
す
。 

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
や
図
書
館
な
ど

の
公
共
施
設
や
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

▼
無
料
期
間
 

１２
月
２４
日

（金）
か
ら
１
月
１０
日

（月）
ま
で
 

（
１２
月
３１
日
お
よ
び
１
月
１
日
は
運
休
） 

▼
対
象
　
中
学
生
・
高
校
生
 

※
ら
ん
　
ら
ん
バ
ス
降
車
時
に
運
転
士
に

生
徒
手
帳
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
 

交
通
政
策
グ
ル
ー
プ
（
�

　
１
４
０
４
） 

発車時刻間近になって、
ようやく待合場所に腰
掛ける2人の男性。加東
市から、神姫バスと「ら
ん らんバス」を乗り継
いで週2回は訪れるとい
う吉田さん（写真左）と、
坂下（浄谷町）から週１回やってくる中森さん。出発ぎ
りぎりまで温泉を満喫できるのは常連ならでは。それ
でも、今回の改正で、「バスターミナルが『ゆぴか』
から『サティ』に変わり、多少不便を感じています…。」
と。それでも、「これからも利用します。」と笑顔で答
えてくださいました。 

改正前は、バス停『ア
ルゴ前』となる場所。一
番利用者が多いバス停だ
けあって、多くの方が降
車。その中で、2人連れ添
って出てこられたのは、
神戸さん（写真）と96歳に
なるお母さんの稲岡さん。
この日は、お母さん宅の最寄バス停となる『ＪＲ市場
駅北』からサティへ買物に。「普段は、私が実家のお
母さん宅へ週に3回ほど行く際に『電鉄小野駅』から「ら
ん らんバス」を利用しています。」と神戸さん。便利
でいつも利用されているそうです。 

自宅の育ケ丘町から、公
園などに行くときに、「ら
ん らんバス」を利用され
ている藤原さん親子。便数
の問題で、帰りは神姫バス
や神戸電鉄を利用されると
か。それでも、「以前より
便数も増え利用しやすくな
りました。欲を言えば、ひ
まわりの丘公園や児童館チャイコムに乗り継ぎなしで
行けたら…。」と。帰りの便や、乗り継ぎの待ち時間
など、小さいお子さんのおられる家庭共通の問題かも
しれません。 

車
を
運
転
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い 

◯ 63
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（人） 

63,675 
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65歳以上 47,186人 

大人（中高生含む） 
　　　　　9,351人 

子ども 5,710人 

大人障がい者1,428人 

1位 アルゴ前 18,174人 

2位 ゆぴか 14,313人 

3位 電鉄小野駅 14,280人 

4位 エクラ 6,680人 

5位 坂下（浄谷町） 5,821人 

6位 小野市民病院前 5,111人 

7位 新開地（共進牧場） 4,296人 

8位 黒川西 3,987人 

9位 市役所 3,387人 

10位 市場 2,228人 

74% 

15% 

9% 

2% 

ら
ん

ら
ん
バ
ス
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
ル
ー
ト
・

ダ
イ
ヤ
改
正
を
し
て
い
ま
す
。 

今
年
１０
月
の
改
正
も
、
市
内
９
地
区
に

設
置
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
９１
人
）

が
、
延
べ
２１
回
の
会
議
を
経
て
計
画
案
を

ま
と
め
た
も
の
を
も
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

高
齢
化
・
核
家
族
化
に
よ
り
、
自
動
車

な
ど
の
移
動
手
段
を
持
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る

交
通
弱
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
既
存
の
バ
ス
路
線
で
は
カ
バ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
交
通
空
白
地
域
と
公
共
施
設

な
ど
を
結
ぶ
移
動
手
段
と
し
て
、
ら
ん
 
ら

ん
バ
ス
は
平
成
１６
年
１
月
に
運
行
開
始
。 

３
台
の
小
型
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
が
、

市
内
１０
ル
ー
ト
を
運
賃
１
０
０
円
（
６５
歳

以
上
・
小
学
生
以
下
・
障
が
い
者
は
無
料
）

で
走
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
ら
ん

ら
ん
バ
ス
を
補
完
す

る
交
通
手
段
と
し
て
、
予
約
に
応
じ
て
運

行
す
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
も
、
大
型
タ
イ
プ（

１０
〜
３６
人
）
を
１９
年
に
、
小
型
タ
イ
プ
（
６

〜
９
人
）を
２０
年
に
順
次
導
入
し
、
市
の
公

共
交
通
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

・
 ・
 



Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｓ（
ニ
ル
ス
）と
い
う
装
置
を
頭

に
つ
け
て
行
っ
た
実
証
実
験
で
は
、
児
童
が

集
中
し
て
簡
単
な
計
算
に
取
り
組
む
と
、
前

頭
前
野
が
活
性
化
す
る
様
子
が
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
さ
れ
、「
ス
ピ
ー
ド
計
算
」
が

前
頭
前
野
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ

ま
し
た
。
市
で
、「
お
の
検
定
」
を
実
施
し

て
い
る
訳
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

前
頭
前
野
の
発
達
は
、
次
の
３
つ
の
時

期
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

①
脳
が
急
激
に
発
達
す
る
乳
幼
児
期（
〜
３
歳
） 

②
脳
の
緩
や
か
な
成
長
期（
３
〜
１０
歳
） 

③
１０
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
成
長
期（
１０
〜
２０
歳
） 

こ
れ
ら
の
発
達
の
特
徴
を
知
っ
た
う
え
で
、

子
ど
も
へ
の
か
か
わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
が
３

つ
あ
り
ま
す
。 

（
　
）
つ
ま
り
、
前
頭
前
野
は
、
基
礎
的
な

知
識
、
応
用
力
、
学
習
意
欲
な
ど
の
「
確
か

な
学
力
」（
知
）や
、「
豊
か
な
人
間
性
」（
徳
）

の
基
礎
と
な
る
他
者
と
の
協
調
や
思
い
や
り

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
育
み

ま
す
。 

「
前
頭
前
野
」
の
力
が
学
力
と
心
を
育
み

「
生
き
る
力
」
の
育
成
に
直
結
す
る
も
の
と

言
え
ま
す
。 

小
野
市
の
教
育
行
政
顧
問
で
あ
る
東
北
大
学
川
島
隆
太
教
授
に
よ
る
講
演
会
が
、

１１
月
６
日
市
民
会
館
で
あ
り
、
約
千
人
の
参
加
者
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。 

川
島
教
授
は
２
０
０
５
年
に
同
顧
問
に
就
任
。
市
は
、
川
島
教
授
の
脳
科
学
理
論

に
基
づ
く
「
お
の
検
定
」
や
「
１６
か
年
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
特
集
で
は
、
講
演
会
の
内
容
を
整
理
し
て
紹
介
し
ま
す
。 

前
頭
前
野
の
主
な
働
き
に
は
、
記
憶
力

や
学
習
す
る
力
が
高
ま
る
ほ
か
、
行
動
・
情

動
を
抑
制
す
る
働
き
な
ど
が
あ
り
ま
す
。（
　
） 

計算中 

安静時 

前頭前野の働き 

活性化 

①
乳
幼
児
期
の
か
か
わ
り
が
重
要
 

親
も
家
庭
も
選
べ
ず
に
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
に
と
っ
て
の
乳
幼
児
期
は
、
家
庭
が
全

責
任
を
も
っ
て
大
事
な
前
頭
前
野
を
育
て
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
１０
歳
頃
ま
で
の
子
育

て
の
時
期
に
十
分
な
か
か
わ
り
が
必
要
で
す
。 

②
１０
歳
を
超
え
る
と
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
 

１０
歳
を
超
え
る
と
、
意
欲
を
も
っ
て
主
体

的
に
考
え
る
脳
へ
と
、
前
頭
前
野
が
本
格
的

に
発
達
し
ま
す
。
子
育
て
も
、
子
ど
も
の
成

長
を
見
守
る
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
的
な
か
か
わ

り
へ
と
、
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

③
発
達
を
続
け
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
 

１０
歳
か
ら
の
発
達
は
、
２０
歳
頃
ま
で
続

き
ま
す
。
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
な
い
で
、
こ
の

時
期
に
ど
れ
だ
け
努
力
し
続
け
た
か
が
、
そ

の
後
の
人
生
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
。 
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暗算作業量の変化（/分） 

日本臨床栄養学会雑誌　29：35-43 , 2,007より改編 

おにぎりのみ 

朝食抜き 

洋定食 

音
読
や
単
純
計
算
は
、
実
証
実
験
で
示
し

た
よ
う
に
、
前
頭
前
野
を
活
性
化
し
ま
す
。

ま
た
、「
手
紙
を
書
く
こ
と
」
は
脳
を
活
性

化
し
て
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
あ
ま
り
活
性
化
し

な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

の
視
聴
・
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。 

さ
ら
に
、
前
頭
前
野
が
活
発
に
働
く
、

子
育
て
で
の
か
か
わ
り
方
も
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
親
子
の
会
話
や
何
か
を
一
緒
に

す
る
時
に
脳
は
活
発
に
働
き
ま
す
。「
ほ
め

る
」
こ
と
も
効
果
的
で
「
す
ぐ
に
」
ほ
め

る
こ
と
が
よ
り
効
果
を
高
め
ま
す
。 

子
ど
も
と
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
前
頭
前
野
を
育
て
る
重
要
な
カ
ギ
を
握

っ
て
い
る
の
で
す
。 

朝
食
と
脳
活
動
の
関
係
を
調
べ
る
と
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
朝
食
を
食
べ
た
人
の
脳
活

動
が
、
朝
食
を
食
べ
な
か
っ
た
人
や
お
に
ぎ

り
だ
け
を
食
べ
た
人
よ
り
も
活
発
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ン
食
よ

り
ご
は
ん
食
が
よ
い
と
言
わ
れ
る
の
も
、
お

か
ず
の
数
と
関
係
し
て
い
ま
す
。 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
朝
食
が
、
脳
を
育
て

豊
か
な
人
生
を
送
る
大
き
な
要
素
に
な
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
眠
り
は
、
浅
い
眠
り（
こ
の
時
、

夢
を
見
る
）と
深
い
眠
り
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
浅
い
眠
り
の
時
に
学
習
内
容
が
固
定
さ

れ
、
最
初
の
深
い
眠
り
の
時（
１０
時
頃
か
ら
の

早
い
時
間
だ
け
）に
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ

れ
ま
す
。
朝
に
は
脳
が
活
発
に
働
く
こ
と
か

ら
も
「
早
寝
・
早
起
き
」
が
大
切
で
す
。 

休
日
に
い
つ
も
と
同
じ
時
刻
に
起
き
ら
れ

な
い
慢
性
的
な
睡
眠
不
足
や
質
の
悪
い
長
時

間
睡
眠
は
、
体
の
不
調
だ
け
で
な
く
、
脳
機

能
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。 

家族全員での子育てを楽し
んでいきたいと思います。家
でつくったお米や野菜を朝食
に取り入れてみたいです。 

脳を育てることの大切さな
ど、改めて教えられました。
「親が頑張らないと子どもの
夢はかなわないよ」と、川島
先生にはげまされました。 

「目を見て話す」「一緒に作
業する」「よいことをすぐほ
める」あたり前のようで、と
ても大切な子どもにとっての
環境づくりをしていきたいで
す。 

家庭での生活習慣が大きく
影響していることが、よく分
かりました。小野市では、川
島先生の理論をもとにした教
育が行われていて、親として
心強いです。 

教員ということもあり、大
変関心を持っておりました川
島先生のお話と実験を直接見
聞することができ、大変有意
義な時間を過ごすことができ
ました。 

向き合ってのコミュニケー
ションを大切にしたい。 
子どもとかかわる身として、
将来母親となる身として、子
どものよい所を伸ばす存在に
なりたいです。 

～講演会に参加された方から感想をうかがいました～ 
 
岡田貴史さんご家族（山田町） 

天野拓也さんご家族（黒川町） 

田中一平さん（加東市） 

 

吉村美恵子さん（高知市） 

 

高瀬あすかさん 
宮崎はるかさん（加東市） 
 

三方正明さん（小野ニュータウン） 

 

活性化 
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 市

の
被
保
険
者
の
医
療
費
は
、
今
年
度
、

約
４５
億
円
が
必
要
で
、
そ
の
約
４５
％
を
国
・

県
・
市
の
税
金
で
負
担
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
約
３６
％
を
若
い
世
代
の
支
援
で
、

ま
た
、
約
６
％
を
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
保

険
料
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
７５
歳
の
誕

生
日
に
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保

険
か
ら
、
高
齢
者
の
み
の
独
立
し
た
医
療
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
家
族
関

係
や
医
療
保
険
と
の
連
続
性
が
配
慮
さ
れ
て

い
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。 

高
齢
者
の
た
め
の
よ
り
良
い
医
療
制
度

を
め
ざ
し
て
、
国
に
お
い
て
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
か
わ
る
次
の
よ
う
な
新
し
い
制

度
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
を
年
齢
で
区

別
せ
ず
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
高
齢

者
や
被
扶
養
者
は
会
社
・
共
済
な
ど
の

保
険（
被
用
者
保
険
）に
、
そ
れ
以
外
の

方
は
国
民
健
康
保
険
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

現
役
世
代
と
同
じ
制
度
に
加
入
し
ま
す
。 

・
高
齢
者
も
現
役
世
代
と
同
じ
医
療
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
で
、
年
齢
に
よ
っ
て
保

険
証
が
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
新
た
な
制
度
案
の
検
討
が
さ
ら
に

進
め
ら
れ
、
平
成
２５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る

予
定
で
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
福
祉
高
齢
医
療

係（
�

　
１
４
６
９
） 

病
気
や
ケ
ガ
で
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、

被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提

示
し
て
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
ま
た
は

３
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。。 

今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
医

療
費
の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
若
い
世
代
と

高
齢
者
の
負
担
を
明
確
に
し
て
、
公
平
で
わ

か
り
や
す
い
制
度
と
す
る
た
め
に
、
平
成
２０

年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
７５
歳（
一
定
の
障
害
が

あ
り
申
請
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
６５
歳
）以
上

の
方
が
対
象
の
国
に
よ
る
医
療
制
度
で
す
。 

若
い
世
代
が
、
高
齢
者
を
支
え
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
も
保
険
料
と
医
療
費
の
一
部

を
負
担
す
る
こ
と
で
、
国
民
皆
保
険
を
引
き

継
い
で
い
く
支
え
あ
い
の
し
く
み
で
す
。 

医
療
費
総
額
１
万
円
の
う
ち
、
被
保
険
者

の
負
担
は
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
１，
０

０
０
円
と
保
険
料
５
５
０
円
。
残
り
の
８，
４

５
０
円
は
、
若
い
世
代
か
ら
の
支
援
と
、
国
・

県
・
市
の
税
金
で
す
。 

1割 

3割 

現役並み 
所得者 

一般・ 
低所得者 

医療費45億円 
の負担内訳 

国税13.6億円 県税3.4億円 

市税3.4億円 

医療機関での 
窓口負担4.2億円 

低所得の方などの軽減分 
に対する県・市の補填1.6億円 

若い世代の支援 
（保険料）16.3億円 

納付いただいている 
保険料2.5億円 

医療機関の窓口で1,000円支払った場合（1割負担） 
に換算すると… 

県税750円 

市税750円 

納付いただいている 
保険料550円 

医療機関での 
窓口負担1,000円 

低所得の方などの軽減分 
に対する県・市の補填350円 

若い世代の支援 
（保険料）3,600円 

国税3,000円 

医療費の総額 
10,000円 

◯ 63

平
成
２１
年
度
分
の
保
険
料
の
納
付
率
は
、

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）分
が
１
０

０
％
、
普
通
徴
収（
納
付
書
や
口
座
振
替
）分

が
約
９７
％
で
、
３
％
あ
ま
り
の
保
険
料（
約

２
８
０
万
円
）が
未
納
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

保
険
料
は
、
医
療
費
を
ま
か
な
う
大
切

な
財
源
で
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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小野市   兵庫県 

高齢化率   21.7% 22.6% 

要介護認定率   15.4% 17.9% 

平均介護度 （１～７段階） 2.46 2.12 

利用者1人あたりの給付額   157,167円 138,591円 

高齢者1人あたりの給付額   19,277円 19,421円 

●民生委員さんによる実態調査の実施（7・8月） 
　新たに独居高齢者456人、高齢者世帯158組の登録を行いました。 

●敬老月間にあわせて、長寿のお祝い訪問 
　100歳以上、白寿（数え99歳）の方全員とお会いし、お祝いをしました。 

●新聞・牛乳配達時、水道検針時の見守りネットワーク開始 

小野市の要介護認定率は兵庫県平
均よりも、低い状態です。 
しかし、デイサービス、デイケア
などの通所系サービスの利用が伸び
たことで、在宅介護サービスの費用
が高くなり、利用者１人あたりの介
護給付額は県平均を上回っています。 
一方、高齢者一人あたりの給付額
を見ると、県平均を下回る結果とな
っています。 

生活支援サポーターの調理実習（コミセンおの） 

【生活支援サポーター】 
高齢者などを対象に、買い物、掃除、
食事の準備、話し相手などの支援をして
います。 
《登録者数：33人》 

【認知症サポーター】 
介護予防で、元気で長生き、介護度の 
重度化防止に努めましょう 

“ふれあい楽らくサークル” 
地域に出向いて「おの楽らく体操」や
レクリエーション、脳元気ゲームなどを
楽しく行い、介護予防を推進しています。 
《登録者数：64人》 

認知症の正しい理解や認知症の方への
接し方などを学習し、地域の中でさりげ
ない見守りを行います。 
《認知症サポーター養成講座の総受講者数：
1,185人》 

【介護予防サポーター】 
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今
年
６
月
に
、
粟
生
駅
周
辺
で

サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付
け
、
田
植

え
な
ど
を
し
た
神
戸
市
内
の
小
学

３
年
生（
約
８
0
0
人
）が
、
１０
月

中
旬
ご
ろ
、
野
菜
の
収
穫
や
稲
刈

り
を
体
験
し
に
再
び
神
戸
電
鉄
に

乗
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

１０
月
３１
日
、
樫
山
駅
に
喫
茶
、

軽
食
が
楽
し
め
る「
ち
ょ
っ
と
か
し

や
ま
」が
オ
ー
プ
ン
。
新
し
い
コ
ミ

ニ
ュ
テ
ィ
の
場
と
し
て
多
く
の
お

客
様
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

（
ま
ち
の
特
派
員
・
市
場
小
学
校
区
Ｎ
・
Ｍ
） 

～とってもお得な 
　20日乗り放題パス～ 

●発売対象　満70歳以上の方ご本人 
 　　　　　  に、1枚限り 
●発売期間　12月中旬～来年3月31日 
●有効期間　来年1月1日～3月31日 
　　　　　　のお好きな20日 
●有効区間　神鉄線・高速線の全線 
●発売場所　鈴蘭台駅、志染駅、その 
　　　　　　他主要駅など 
●販売額 　　7,000円 

キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
す
る
よ
う
に
な

っ
た
最
初
の
年
は
１１
万
個
、
昨
年

度
は
大
幅
ア
ッ
プ
の
４０
万
個
。
さ
て
、

今
年
は
…
？
 

会場外に展示されたペットボトル 
キャップアート（昨年度） 
 

サツマイモの収穫をする 
なぎさ小学校（神戸市中央区）の児童 
 

雨にもかかわらず、多くのお客で 
にぎわう「ちょっとかしやま」 
 

成
人
式
実
行
委
員
会（
河
嶋
英
孝

委
員
長
）で
は
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
大
人
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
今

年
度
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

の
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。 

キ
ャ
ッ
プ
８
０
０
個
で
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
１
人
分
、
ま
た
Ｃ
Ｏ
２

に
換
算
す
る
と
６，
３
０
０
ｇ
の
削

減
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
回
収
期
限
　
１２
月
２０
日
（月）
ま
で
 

▼
回
収
箱
設
置
場
所
　
市
内
各
コ

ミ
セ
ン
、
図
書
館
、
小
学
校
、
中

学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
保
育
所
 

※
シ
ー
ル
は
外
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
金
属
製
の
ふ
た
な
ど
は
、

回
収
対
象
外
で
す
。 

▼
協
力
　
お
の
地
域
通
貨
「
か
も
ン
」 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
 

成
人
式
実
行
委
員
会
事
務
局
（
教

育
委
員
会
い
き
い
き
社
会
創
造

課
内
）（
�

　
２
４
４
５
） 

◯ 63

１０
月
２５
日
に
開
か
れ
た
臨
時
議

会
で
、
市
内
の
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

特
別
支
援
学
校
に
空
調
設
備
を
設

置
す
る
た
め
の
４
億
４，
５
０
０
万

円
の
補
正
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
来
年
６
月
ま

で
に
計
２
８
７
教
室
に
空
調
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
は
、
今
夏
が
記
録
的
な
猛

暑
だ
っ
た
こ
と
や
、
来
年
度
以
降

に
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導

要
領
に
よ
り
授
業
時
間
・
内
容
が

増
え
る
こ
と
に
備
え
、
学
習
環
境

を
改
善
す
る
こ
と
で
、
学
習
効
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。 

県
内
で
は
、
芦
屋
、
宝
塚
、
西

宮
市
が
既
に
実
施
し
て
お
り
、
保

護
者
ら
か
ら
も
、
設
置
を
要
望
す

る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

工
事
の
発
注
は
、
地
域
の
経
済

対
策
も
考
え
、
分
割
し
て
指
名
競

争
入
札
と
す
る
予
定
で
す
。 
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第
４
代
小
野
市
長
で
、
小
野
市

の
名
誉
市
民
で
も
あ
っ
た
故
・
井

上
増
吉
氏
の
訃
報
に
つ
い
て
は
、
「
広

報
お
の
」
１１
月
号
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
訃
報
に
接
し
た
方
々

か
ら
、
市
葬
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

市
と
し
て
は
、
「
故
人
の
生
前

に
お
け
る
、
深
い
郷
土
愛
を
も
っ

て
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
の
実
現

の
た
め
に
惜
し
み
な
く
尽
力
さ
れ
、

そ
の
優
れ
た
先
見
の
明
と
努
力
と

で
小
野
市
の
基
礎
を
築
か
れ
た
功
績
」

か
ら
市
葬
は
行
う
べ
き
も
の
と
検

討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
市
葬
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
、
故
人
の
ご
遺
志
、

お
よ
び
ご
遺
族
が
固
辞
さ
れ
て
お

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
葬
は
行
わ

な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
小
野
市
長
　
 

12月 1月 

「休み 」 

9：00～22：00（受付21：00） 

休 

休 

休 
休 

休 

休 

休 

休 休 
休 
休 

休 

休 

8：30～ 
　11:30 

休 

8：45～17：15 

出生・死亡・婚姻などの戸籍の届出は、年末年始も宿直室で受付 

野球・陸上9：00～17：00、テニス9：00～22：00（受付21：00） 

9：00～22：00（受付21：00） 

8：30～17：00（受付16：00） 

9：00～22：00（受付21：00） 

9：00～22：00（受付21：00） 

9：00～22：00 

10：00～18：00  

9：00～22：00 

日～木9：00～17：00（金・土22：00） 

9：30～17：30 

9：00～22：00（スタジオは24：00） 

9：30～17：00 

9：00～17：00 

※保健センター業務は除く 9：00～17：00 

10：00～22：00（受付21：00） 

受付8：45～17：15 

※ごみの収集については、ごみカレンダーのとおりです 

8：30～16：30

26    27   28   29   30    31    1    2    3    4 　  5
（日）   　    　（月）                            　　    （火）　         （水）    　 （木）   　（金）　　   （土）　    （日）　（月）      （火）　（水） 

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
が
市
長

を
囲
ん
で
、「
ど
う
で
す
か
市
長
？

私
た
ち
の
求
め
る
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
、
う
る
お
い
交
流
館
エ

ク
ラ
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン
で
、
公

開
方
式
の
討
論
会
を
１１
月
３
日
に

開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
若
者
が

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
仕
組
み
を
知
り
、

市
政
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

市
も
ま
た
若
者
が
日
ご
ろ
考
え
て

い
る
こ
と
を
知
る
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

今
回
は
、
通
学
路
で
の
防
犯
灯

の
数
や
明
る
さ
の
改
善
、
安
全
安

心
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充
実
を
願
う
意

見
や
、
市
の
情
報
発
信
能
力
が
不

足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

っ
た
厳
し
い
意
見
も
あ
り
、
学
生

が
望
む
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
現
状
の

取
り
組
み
と
の
差
を
再
認
識
す
る

場
と
な
り
ま
し
た
。 

 
務
 

市長の話を熱心に聞く若者 
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例
年
、
年
末
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
な
ど
は
、
た
い
へ
ん
混
雑
し

ま
す
。
混
雑
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や

事
故
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
直
接

搬
入
す
る
必
要
の
な
い
家
庭
ご
み
は
、

定
期
収
集
日
に
搬
出
す
る
な
ど
し
て
、

個
人
で
の
搬
入
は
で
き
る
だ
け
避

け
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
ご
み
を
搬
入
す
る
と
き
は
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

○
搬
入
道
路
お
よ
び
場
内
は
徐
行

運
転
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
必
ず
計
量
器
の
手
前
で
一
旦
停

止
し
、
搬
入
前
の
車
と
搬
入
後

の
車
が
交
互
に
計
量
し
て
く
だ

さ
い
（
混
雑
時
は
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）。 

○
混
雑
時
は
、
特
に
安
全
運
転
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

○
ご
み
の
種
類
ご
と
に
搬
入
場
所

は
違
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
分

別
し
て
、
係
員
の
指
示
に
従
っ

て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

   ▼
受
け
入
れ
で
き
る
も
の
 

○
可
燃
ご
み
（
紙
く
ず
な
ど
） 

あ
な
た
も
う
ち
エ
コ
診
断
を
 

し
て
み
ま
せ
ん
か
 

家
庭
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
診
断
し
、

上
手
に
減
ら
す
た
め
の
対
策
を
提

案
し
ま
す
。 

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
　
ひ
ょ

う
ご
エ
コ
プ
ラ
ザ
（
�

０
７
８

　
６
０
０
０
） 

 ご
み
処
理
施
設
で
は
受
け
入
れ
で

き
な
い
も
の
 

左
記
の
ご
み
は
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
受
け
入
れ
で
き
ま

せ
ん
。
販
売
店
な
ど
で
引
き
取
っ

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。 

○
家
電
４
品
目（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ

ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
） 

○
パ
ソ
コ
ン
 

○
適
正
処
理
困
難
物（
自
動
車
関
連

部
品（
タ
イ
ヤ
・
シ
ー
ト
・
バ
ッ

テ
リ
ー
な
ど
）、
塗
料
、
消
火
器
、

廃
油
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ

な
ど
） 

年
末
の
可
燃
ご
み
収
集
日
お
よ
び
、

ご
み
処
理
施
設
の
業
務
は
、
年
末

年
始
の
業
務
欄（
９
ペ
ー
ジ
）に
掲

載
し
て
い
ま
す
。 

▼
受
け
入
れ
で
き
る
も
の
 

○
不
燃
ご
み（
せ
と
も
の
、
ガ
ラ
ス

製
品
、
蛍
光
灯
な
ど
） 

○
空
き
び
ん
 

○
電
池
類
 

▼
搬
入
手
数
料
 

１０
㎏
あ
た
り
７０
円
 

※
家
庭
か
ら
搬
入
さ
れ
る
ご
み
は

１
日
の
搬
入
量
合
計
が
１
０
０

㎏
未
満
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

１
０
０
㎏
以
上
の
場
合
は
、
超

え
た
量
だ
け
で
な
く
、
全
搬
入

量
に
対
し
て
手
数
料
が
か
か
り

ま
す
。 

○
大
型
粗
大
ご
み（
木
製
家
具
な
ど
） 

○
金
属
系
粗
大
ご
み（
電
化
製
品
な

ど
） 

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
 

○
古
紙
類（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
な
ど
） 

○
空
き
缶
類
 

▼
搬
入
手
数
料
 

○
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
は
１０
㎏
あ

た
り
９０
円
 

○
事
業
活
動
で
生
じ
た
一
般
廃
棄

物
は
１０
㎏
あ
た
り
１
３
０
円
 

◯ 371

兵
庫
県
多
重
債
務
者
対
策
協
議

会
の
主
催
に
よ
り
、「
多
重
債
務
者

相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、

借
金
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
と
し

た
「
合
同
無
料
相
談
会
」
を
小
野

市
で
開
催
し
ま
す
。 

相
談
会
で
は
、
債
務
整
理
を
中

心
に
、
生
活
再
建（
家
計
管
理
）相
談
、

こ
こ
ろ
の
相
談
に
も
対
応
し
、
普

段
で
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

借
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
支
払
い
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
で
お
困
り

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
１２
月
１９
日
（日）
　１３
時
３０
分

か
ら
１６
時
３０
分
 

※
本
日
程
以
外
に
も
同
相
談
会
が

別
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲

載（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、「
合

同
無
料
相
談
会
」
と
検
索
く
だ

さ
い
）。 

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
 

※
詳
細
は
、
予
約
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。 

※
中
小
・
零
細
事
業
者
か
ら
の
相

談
に
も
対
応
 

▼
定
員
　
５
人（
先
着
順
） 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
相
談
内
容
　
債
務
整
理
相
談
、

生
活
再
建
相
談
、
こ
こ
ろ
の
相

談
 

▼
相
談
体
制
　
弁
護
士
、
多
重
債

務
者
支
援
団
体
な
ど
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
左
記

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
予
約

制
）。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

小
野
市
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
市
民
安
全
部
内
）（
�

　
１
６

８
６
） 

◯ 63

18級からスーパー級 
6級から1級 
20級から1級 
9級からスーパーＥ級 
初級・中級・上級 
初級・中級・上級　 

小学校漢字 
中学校漢字 
小学校計算 
中学校計算 
スピード計算 
音 読  

○ 

※各級を合格された方には、合格認定書を 
　送付します。 

�　 0261 
営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで） 
◯ 70

広報「おの」　2010.1211

�

白雲谷温泉ゆぴか（黍田町1000番地の1） 

～思いやりのある運転を～ 
 

・飲酒運転の根絶 
・夕暮れ時の交通安全 
・自転車の交通安全 
・全ての座席のシートベルトと 
  チャイルドシートの正しい着 
  用の徹底 

昨
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
よ
う
す
 

年末は、忘年会など飲酒の機会が増えることに加え、師
走特有の慌しさから、気の緩み・いらだちが起きやすく、
交通事故の多発が懸念されます。 
ドライバーは、歩行者を見かけたらスピードを落とすな

ど、思いやりのある運転を心がけましょう｡ 
歩行者は、明るい色の服装や夜光反射材を身につけるな

ど、ドライバーに自分の存在がよくわかるようにアピール
しましょう。 
 

●問い合わせ先　防災・地域安全グループ（�　３３８７） 
 

◯ 63

毎年恒例の年末謝恩抽選会を開催します。期間中、入浴
ポイントを10個集めたカードでご入浴、またはそのカード
をお持ちいただくとガラガラ抽選に参加できます。賞品は
高級すき焼き用肉など素敵な賞品をご用意しています。 

水辺の湯は「展望風呂」、森の湯は「ぬくもりの湯」で『ゆ
ず湯』が体験できます。冬至の日にゆず湯に入ると、「1年
中風邪をひかない」という言い伝えがあります。その他、
血行促進効果が高く、冷えや神経痛、腰痛などをやわらげ
る効果があります。ぜひ、この機会にお越しください。 

12月31日（金）、1月1日（土）の2日間は休館となります。
なお、初風呂は1月2日（日）からで、2・3
日の2日間は各日、先着500名様に干支石
鹸をプレゼントします！ 
さらに、この2日間は営業時間を1時間延
長し、23時まで営業します。 
（最終受付22時30分） 

 

毎
回
の
受
験
が
楽
し
み
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
保
険

証
を
、
１２
月
1
日
に
更
新
し
ま
し
た
。

新
し
い
保
険
証
を
、
１１
月
下
旬
に

お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
届

い
て
い
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い（
一
般
保
険
証
・
退
職
保
険
証

と
も
紫
色
の
カ
ー
ド
型
で
、
１
人

に
つ
き
１
枚
）。 

な
お
、
７５
歳
以
上
の
方
に
は
、7

月
下
旬
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 １２
月
1
日
か
ら
医
療
機
関
で
受

診
さ
れ
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い

ご
自
分
の
保
険
証
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。 

記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
や
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
な
い
方（
転

出
さ
れ
た
方
や
、
勤
務
先
の
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
）の
保

険
証
が
送
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
係
ま
で
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。 

※
勤
務
先
の
健
康
保
険
を
や
め
た

と
き
や
、
新
し
く
加
入
し
た
場

合
は
、
国
民
健
康
保
険
係
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
来

年
１
月
３０
日
（日）
執
行
予
定
で
あ
る

市
長
選
挙
の
期
日
前
投
票
所
に
お

け
る
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有

し
、
選
挙
権
を
有
す
る
方
 

▼
立
会
場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
室
に
開
設
予
定
の
期
日
前

投
票
所
 

▼
募
集
人
数
　
１
日
あ
た
り
２
人
 

１
月
２４
日
（月）
か
ら
２９
日
（土）
の
６

日
間
、
延
べ
１２
人（
複
数
日
の
立

会
も
可
） 

▼
立
会
時
間
　
８
時
３０
分
か
ら
２０

時
 

▼
報
酬
　
１
日
１
２，
０
０
０
円
 

※
源
泉
所
得
税
額
９７
円
含
む
 

▼
募
集
期
間
　
１２
月
６
日
（月）
か
ら

２０
日
（月）
必
着
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
市
選
挙
管
理

委
員
会
（
窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
に
備

え
付
け
の
「
期
日
前
投
票
所
の

投
票
立
会
人
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
選
挙
管

理
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
も
可
）。 

▼
立
会
人
の
決
定
　
応
募
さ
れ
た

方
の
資
格
要
件
を
確
認
後
、「
投

票
立
会
人
承
諾
書
」
を
提
出
い

た
だ
き
、
委
員
会
で
選
任
し
、

委
嘱
し
ま
す
。 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管
理

委
員
会
（
�

　
１
０
０
７
） 
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エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー

テ
ィ
の
メ
イ
ン
で
も
あ
る
「
サ
ン
・

ス
テ
ー
ジ
」
（
桂
三
枝
さ
ん
に
よ

る
ト
ー
ク
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）
は
、

毎
回
好
評
で
す
。 

今
回
も
、
一
般
の
観
覧
者
を
募

集
し
ま
す
。
楽
し
い
シ
ョ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

▼
観
覧
日
時
　
来
年
１
月
１９
日
（水）

　１３
時
５０
分
か
ら
１６
時
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
　
エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
 

▼
内
容
　
 

○
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
 

○
「
サ
ン
・
ス
テ
ー
ジ
」 

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方
 

▼
募
集
人
員
　
２
５
０
人
程
度（
先

着
順
） 

▼
募
集
期
限
　
１２
月
２４
日
（金）
 

▼
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク

ス
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
お
送

り
く
だ
さ
い
。 

※
応
募
は
、
１
枚
に
つ
き
３
人
ま

で
可（
代
表
者
は
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
、
他
の
方
は

氏
名
を
明
記
く
だ
さ
い
）。 

※
当
選
者
に
は
、
ハ
ガ
キ
で
参
加

券
を
郵
送
し
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
 

〒
６
７
５
　

―
　

１
３
８
０
　
小
野

市
王
子
町
８
０
６
番
地
の
１
　

エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局（
高
齢
介
護
課

長
寿
福
祉
係
・
�

　
１
５
０
９
・

�

　
２
７
３
５
） 

◯ 64

◯ 63

保
険
証
は
、1
年
に
1
回
更
新
し

て
お
り
、
有
効
期
限
は
来
年
１１
月

３０
日
で
す
。 

た
だ
し
、
次
の
方
は
、
有
効
期

限
が
異
な
り
ま
す
。 

●
７５
歳
に
な
ら
れ
る
方
 

　
有
効
期
限
は
、
７５
歳
の
誕
生
日

の
前
日
に
な
り
ま
す
。
誕
生
日
か

ら
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

●
退
職
保
険
証
で
６５
歳
に
な
ら
れ

る
方
 

有
効
期
限
は
、
６５
歳
の
誕
生
日

の
月
の
月
末（
1
日
生
ま
れ
の
方
は
、

前
日
）が
有
効
期
限
と
な
り
ま
す
。

期
限
後
か
ら
は
、
新
し
く
一
般
保

険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
国
民

健
康
保
険
係
（
�

　
１
４
６
９
） 

◯ 63

◯ 63

新
年
交
歓
会
・
入
札
・
税
金
・
年
金
・
住
基
カ
ー
ド
・
保
険
医
療
・
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
・
選
挙
 

 

際
の
本
人
確
認
書
類
 

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
新
規
発
給
 

▼
申
請
方
法
 

①
写
真
付
き
身
分
証
明
書
と
印
か

ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
写
真
付
き
身
分
証
明
書
の
な
い

方
は
、
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、

申
請
。
後
日
送
付
さ
れ
る
書
類

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

保
険
証
な
ど
の
書
類
２
点
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
住
基
カ
ー
ド
に
掲
載
す
る
写
真

の
無
料
撮
影
も
し
て
い
ま
す
。 

※
交
付
枚
数
１，
６
５
０
枚（
１０
月

末
現
在
） 
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
市
民

係
（
�

　
１
０
０
５
） 

年
　
金
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平
成
２３
年
新
年
交
歓
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

▼
開
催
日
時
　
来
年
１
月
５
日
（水）

　１１
時
開
会
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
　
１
階
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン
 

▼
会
費
　
２，
０
０
０
円（
軽
食
あ
り
） 

※
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
ご
用
意
い
た

し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

▼
申
し
込
み
方
法
　
１２
月
１５
日
（水）

ま
で
に
、
小
野
市
秘
書
ま
た
は

小
野
商
工
会
議
所
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
会
費
を
添
え
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

小
野
市
秘
書（
�

　
１
０
０
２
）

小
野
商
工
会
議
所（
�

　
１
１
６

１
） 

来
年
１
月
１
日
現
在
で
存
在
し

な
い
建
物
は
、
来
年
度
以
降
の
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
今
年
中
に
建
替
・
老
朽
化

な
ど
の
た
め
に
取
り
壊
さ
れ
た
建

物
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
資
産

税
係（
�

　
１
６
８
９
） 

明
石
年
金
事
務
所
で
は
、
電
話
・

文
書
・
訪
問
な
ど
に
よ
る
納
付
や

免
除
の
ご
案
内
を
、
民
間
業
者
へ

委
託
し
て
い
ま
す
。 

今
年
１０
月
よ
り
、
委
託
業
者
に

変
更
が
あ
り
、「
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル

債
権
回
収
㈱
」
か
ら
「
㈱
ア
イ
ヴ
ィ

ジ
ッ
ト
」
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
２３
・
２４
・
２５
年
度
の
入
札

等
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。 

▼
対
象
　
市
発
注
の
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
、

物
品
・
役
務
の
提
供
等
の
入
札
・

見
積
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
法
人
、

個
人
。
学
校
給
食
用
物
資
の
納

入
を
希
望
さ
れ
る
方
も
対
象
で
す
。 

▼
申
請
書
類
　
財
政
課
窓
口
で
配

布
し
ま
す（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。 

※
市
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
財

政
課
」、
ま
た
は
「
指
名
願
・
入

札
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
受
付
期
間
　
物
品
・
役
務
の
提

供
等
は
、
１２
月
1
日
（水）
か
ら
１５

日
（水）
ま
で
。
建
設
工
事
、
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
は
、

来
年
２
月
1
日
（火）
か
ら
１５
日
（火）

ま
で
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
財
政
課（
�

　

１
０
１
４
） 

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

●
委
託
業
者
が
電
話
に
よ
り
納
付

の
案
内
を
行
う
場
合
は
、
納
付

書
で
最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど

で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
依
頼
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

銀
行
な
ど
の
口
座
番
号
を
指
定
し
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
よ
り
保
険
料

の
振
り
込
み
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

●
委
託
業
者
の
「
納
付
督
励
員
」

が
訪
問
し
て
保
険
料
を
お
預
か

り
す
る
場
合
、
身
分
証
（
納
付

督
励
員
証
明
証
）
を
提
示
し
、

納
付
書
を
お
持
ち
の
方
に
限
り
、

保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
か
ら
、

保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

電
話
や
訪
問
で
、
不
審
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
明
石
年
金
事

務
所
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
委
託
業
者
に
は
、
個
人
情
報
を

厳
格
に
管
理
す
る
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
明
石
年
金
事

務
所
（
�

０
７
８
　
４
９
８
０
） 

◯ 63

◯ 912

▼
日
時
　
１２
月
２２
日
（水）
　
  
10
時
か
ら

１５
時
３０
分
 

▼
内
容
　
年
金
請
求
手
続
き
・
ね

ん
き
ん
特
別
便
・
そ
の
他
年
金

に
関
す
る
相
談
な
ど
 

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
2
階
（
技

術
指
導
室
） 

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。
市
民
課

市
民
係
の
窓
口
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
電
話
で
も
可
）。 

▼
予
約
申
し
込
み
確
認
事
項
　
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
基
礎
年
金

番
号
・
電
話
番
号
・
相
談
内
容
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
予
約
申
し
込
み
・
年
金
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課

市
民
係（
�

　
１
０
１
６
） 

◯ 63

◯ 63

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）は
、
行
政
手
続
き
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
の
ほ
か
、
公
的

な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
利
用
例
】 

・
戸
籍
、
住
民
票
な
ど
を
請
求
す

る
際
の
本
人
確
認
書
類
 

・
金
融
機
関
で
の
口
座
開
設
す
る
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応     募     先 
問い合わせ先 

〒675－1378　小野市王子町917－1　 
小野市総合体育館（アルゴ） 
 「平成22年度　第3期スポーツ教室生募集」係 
（�  7000） 

日時：12月15日（水）　14時から 
場所：総合体育館  研修室（2階） 

日時：12月15日（水）　10時から 
場所：匠台公園体育館  軽運動室 

 ◯ 62

〒675－1322　小野市匠台77　 
小野市匠台公園体育館（おのアクト） 
 「平成22年度　第3期スポーツ教室生募集」係 
（�  0001）  ◯ 62

①
希
望
教
室
名
・
コ
ー
ス
名 

②
住
　
所 

③
受
講
者
名
〔
保
護
者
名
〕 

④
年
齢
〔
生
年
月
日
・
学
年
〕 

⑤
電
話
番
号 

 

フ

リ

ガ

ナ

 

○ ○ ○ ○ 様  

○ ○ 様  

○○市△△町□□番地 

幼児・小学生の場合は 
保 護 者 名 を 付 記  

【記入例】 

◎講師の都合などにより、上記の教室を必ずしも継続して開講できるとは限りません。 
※一般とは,平成7年4月1日以前に生まれた方とします（ただし、高校生などの受講については保護者の責任において受講させてください）。 
※フラダンスＡとフラダンス１・2は重複して申し込むことはできません。                        
※各教室の実施日が、一部変更になることがあります。 

12月14日（火） 必着　（ただし、窓口での受付は、14日（火）22時まで） 
①記入例のとおり往復ハガキで、郵送してください。 
②ハガキは、１枚につき１名・１教室・１コースで応募してください。 
③同じ教室内の応募は１コースのみとさせていただきます。 
　（ただし、違う教室への応募はできます） 
④幼児・小学生教室への応募は、必ず保護者名、生年月日、学年を付記してください。 
 
①募集人員を超える教室については、抽選のうえ受講者を決定し、 
　結果をハガキでお知らせします。 
②本人・保護者以外の申し込み手続きはできませんのでご了承ください。 

①公開抽選会は下記のとおり各応募先で行います。なお、抽選は主催者で行います。　 
②応募ハガキ（往信ハガキ）を窓口に持参されても往信用は返却できませんのでご了承ください。 

（財）小野市都市施設管理協会 

〔受講者の決定
お 　 よ 　 び  
申し込み手続〕 

〔応募締め切り日〕 
〔 応 募 方 法 〕 

〔 そ の 他 〕 

〔 主 　 催 〕 

曜日 内　容 講　師 募集人員 活動時間 教室名 コース 対　象 

金 

金 

木 

木 

木 
土 

月 
金 
 月 
月 
水 
月 
水 
水 
金 

火 
金 

火 
水 
木 
水 
火 
水 
火 
土 

水 

火 
木 
火 
木 
金 
金 
火 
木 

高  齢  者  男  女 
（概 ね 6 0 歳 以 上） 

高  齢  者  男  女（概 ね 6 0 歳 以 上） 

4・5歳児※小学1．2年生 
（ 初 心 者 ・ 初 級 者 ） 
※Ｈ16．4．2～Ｈ18．4．1生 

5 　 　 歳 　 　 児   
（Ｈ16．4．2～Ｈ17．4．1生） 

4 　 　 歳 　 　 児   
（Ｈ17．4．2～Ｈ18．4．1生） 

3 歳 児 と 保 護 者 
（Ｈ18．4．2～Ｈ19．4．1生） 

小　学 1 ～ 3 年 生 

中 学 生  ～  一 般 

一　　般　　男　　女 

一　　般　　男　　女 

一　　般　　男　　女 

一　　般　　男　　女 

一　　般　　男　　女 

一 般 男 女（初 心 者） 

一 般 男 女（初 心 者） 

一 般 男 女（初 心 者） 

一 般 男 女（経 験 者） 

一 般 男 女（経 験 者） 

小　学 3 ～ 6 年 生 

A 
B 
 A 
B 
C 
D 
A 
B 
 

A－1

A－1 
B－1 
B－2 
C－1 
D－1 
A 
B 
1 
2 
A 
B 
 
 

A－2

B

A 
B

A 
A 
B 
C 
D 
 
A 
B

1

10：30～11：30

20：00～20：50 
13：30～14：20 
14：30～15：20 
11：00～11：50 
20：00～20：50 
19：00～19：50 
10：00～10：50 
19：00～19：50

ルンルン体操 

ゴーゴー体操 

たけの子体操 

のびのび体操 

楽 楽  

エアロビクス 

ピ ラティス  

ピ ラティス  

ヨ ガ  

格闘技系エクササイズ  

フ ラ ダンス  

フ ラダンス  

そ よ か ぜ  

ひ ま わ り  

ヨ 　 　 ガ  

ソ フトエア  
ロ ビ ク ス  

キ ッ ズ  
ス トリート  
ダ ン ス  

ス トリート  
ダ ン ス  

アイアイ体操 

21：00～21：50 
21：00～21：50

10：00～10：50 
19：00～19：50 
20：00～20：50 
10：00～10：50 
19：00～19：50 
11：00～11：50 
20：00～20：50 
11：00～11：50 
21：00～21：50 
19：00～19：50 
19：00～19：50 
 

19：00～19：50

17：00～17：50

18：00～18：50

16：00～16：50

19：00～20：00

19：00～20：00

17：30～18：30

16:00～17：00

16:00～17：00

【
往
信
ー
裏
】 

【
返
信
ー
表
】 

1組 

5人 

1人 
 

6人 
5人 
1人 
 
 

4人 

運動しながら親子のスキンシップをはかり、子どもの感
受性を刺激する親子体操です 

いろいろな運動・遊びを通して基礎的な運動能力を育成します 

マット・跳び箱・鉄棒など器械運動にチャレンジ！ 
※3年生はいずれかの教室を選択できます 

ストリートダンスの基礎クラスです 

A-1クラスよりレベルアップ。いろいろなステップ
や動きを組み合わせて踊ります 

高学年のためのストリートダンス 
基礎導入クラスです 

洋楽を用いてヒップホップを中心に踊ります 

球技を中心にいろいろなスポーツに挑戦します 

呼吸法からマスターして、身体の芯を動かし、柔軟
性をアップします 

パンチやキックなどの動きを中心に、全身を動かすエクササイズ 

様々なステップとハンドモーションの組み合わせで踊ります 
フラダンス入門クラス。基本的なステップを中心に振付けしたりして踊ります 

ウォーキングや健康体操などいろいろな運動をします 

ウォーキングや健康体操などいろいろな運動をします 

リラックス効果のあるヨガで心も身体もリフレッシュします 

呼吸方やポーズをとって、リラックスを体感しましょう 
ポーズをとりながら、ゆっくり呼吸し身体を 内側からリラックスします 

ハンドモーションやなめらかな動き、顔の表情作りなど、奥深くフラを踊ります 
腹式呼吸を取り入れながら、やさしいポーズﾞで心身ともにリラックス 
腹式呼吸を取り入れながら、ワンランクアップしたポーズをしていきます 
自分のペースで身体を動かし、呼吸方やポーズをとってリラックス 

リズムに合わせて、アップテンポのエアロビクス 

リズムに合わせて、アップテンポのエアロビクスです 
リズムに合わせて、アップテンポのエアロビクスです 

簡単なステップからの教室。初心者の方はこちらから。 
身体のコアの筋肉に働きかけ、しなやかに引き締めます 

10：00～11：30 
 

※
返
信
の
裏
面
は
白
紙
で
す
。 

7人 

15人 

20人 
22人 
22人 
22人 
23人 
4人 
13人 
3人 
7人 
18人 
17人 
6人 

8人 

16人 
1人 
 

 
4人 
8人 
 

7人 
19人 
11人 
6人 

6人 
7人 

11人 

3人 

2

小学1．2年生 （経験者） 
小学3年生 （初心・初級者） 

小学3年生（Ａ-2経験者） 
小 学 4 ～ 6 年 生  

誰でも簡単にできるエアロビクスです 

ステップのコンビネーションなど簡単にできるエアロビクス 
簡単なステップからの教室。初心者の方はこちらから。 

※詳しくは応募先までお問い合わせください！（市総合体育館HPにも掲載しています） 
※各教室の受講料は5,000円（スポーツ保険料を含む）になります。 

1人 

7人 
2人 

9：30 ～11：30

9：30 ～11：30

館指導員 

レットライン 
スタッフ 

薫 

薫 

薫 

薫 

柴田 諭志 

館指導員 

館指導員 

館指導員 

大村 美香 

大村 美香 

大村 美香 

大村 美香 

川原 輝美 

川原 輝美 

川原 輝美 

葛野 悦子 

サポートスタッフ 
阿部 美智子 

総
合
体
育
館（
ア
ル
ゴ
） 

匠
台
公
園
体
育
館（
お
の
ア
ク
ト
） 

欠員なし 

欠員なし 
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12月のハートフル 
ウォーキングデー 

１２
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
デ
ー
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ウ
ォ
ー

ク
と
し
て
、
来
住
小
学
校
か
ら
県

立
自
然
公
園
鴨
池
方
面
を
歩
き
ま
す
。 

▼
開
催
日
時
　
１２
月
２５
日
（土）
９
時

３０
分
開
会（
９
時
受
付
） 

▼
コ
ー
ス
　
来
住
小
学
校
〜
県
立

自
然
公
園
鴨
池
〜
来
住
小
学
校
 

・
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

約
４
㎞
 

・
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
　

約
８
㎞
 

▼
集
合
場
所
　
来
住
小
学
校（
Ｊ
Ｒ

加
古
川
線
小
野
町
駅
よ
り
徒
歩

約
５
分
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
体
育
保
健
課
（
�

　
２
５
９
１
） 

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
２１.
０
９
７

５
㎞
）
を
５
人
の
走
者
で
リ
レ
ー

し
ま
す
。 

▼
日
時
　
１２
月
１９
日
（日）
9
時
３０
分

開
会（
8
時
３０
分
受
付
） 

※
雨
天
決
行
 

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
陸
上
競

技
場
周
辺
コ
ー
ス
 

▼
部
門
　
中
学
生
男
子
／
中
学
生

女
子
／
高
校
生
男
子
／
高
校
生

女
子
／
一
般
男
子
／
一
般
女
子
 

※
一
般
の
部
の
年
齢
制
限
は
な
し
 

▼
参
加
料
　
一
般
・
高
校
生
１
人

１
０
０
円
、
中
学
生
１
人
５０
円（
傷

害
保
険
料
含
む
） 

▼
申
し
込
み
方
法
　
市
内
公
共
施

設
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
を

添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
期
限
　
１２
月
８
日
（水）
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
体
育
保
健
課
（
�

　
２
５
９
１
） 

鴨
池
白
鳥
ク
リ
ス
マ
ス
ウ
ォ
ー
ク
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今
回
、
㈱
ノ
ー
リ
ツ
女
子
陸
上

部
を
ゲ
ス
ト
に
招
待
す
る
予
定
で
す
。

今
年
４
月
に
入
社
さ
れ
た
下
山
か

な
え
選
手（
旭
丘
中
卒
）が
応
援
に

駆
け
付
け
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。 

▼
開
催
日
時
　
来
年
１
月
１６
日
（日）

９
時
開
会（
受
付
８
時
） 

▼
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
周

辺
コ
ー
ス
 

▼
駐
車
場
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園

西
側
第
２
駐
車
場
・
Ｊ
Ａ
兵
庫

み
ら
い
小
野
営
農
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
な
ど
 

※
神
戸
電
鉄
小
野
駅
か
ら
小
野
営

農
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
経
由
し

た
無
料
臨
時
バ
ス
も
運
行
 

▼
申
し
込
み
方
法（
３
つ
） 

○
市
内
各
コ
ミ
セ
ン
・
市
総
合
体

育
館（
ア
ル
ゴ
）・
匠
台
公
園
体

育
館（
お
の
ア
ク
ト
）・
市
教
育

委
員
会
な
ど
の
窓
口
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て

エ
ン
ト
リ
ー
先
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

○
申
込
用
紙
に
添
付
の
払
込
取
扱

票
で
、
郵
便
局（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）

に
て
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い（
振

込
手
数
料
が
必
要
で
す
）。 

※
エ
キ
デ
ン
の
部
ま
た
は
親
子
マ

ラ
ソ
ン
の
部
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、

代
金
の
払
い
込
み
が
済
ん
だ
ら
、

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
と
払
込

日
を
記
入
の
う
え
、
エ
ン
ト
リ
ー

先
に
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ

ト
「
ア
ス
リ
ー
ト
ナ
ビ
」
で
申

し
込
み
が
で
き
ま
す（
コ
ン
ビ
ニ
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払

い
が
可
）。 

http://athlete-navi.com

 

※
手
数
料（
１
０
０
円
）が
必
要
 

▼
申
し
込
み
期
限
　
１２
月
２０
日
（月）

消
印
有
効
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
 

○
エ
ン
ト
リ
ー
に
つ
い
て
 

㈱
チ
ョ
ッ
パ
ー
（
小
野
市
王
子

町
８
０
０
番
地
の
１
　
小
野
商

工
会
館
１
Ｆ
　
�

　
８
２
０
０

�

　
０
１
８
１
） 

○
大
会
に
つ
い
て
 

体
育
保
健
課（
�

　
２
５
９
１
） 

◯ 63

◯ 63
◯ 70

親子の部 
（小学3年生以下の子どもと 
その保護者） 
中学生男子の部 
中学生女子の部 
一般男子高校生～29歳の部 
一般男子30～49歳の部 
一般男子50歳以上の部 
一般女子高校生～29歳の部 
一般女子30～49歳の部 
一般女子50歳以上の部 
小学男子の部（4～6年生） 
小学女子の部（4～6年生） 

10:20

10:30

10:25

10:40

1.2km

2.8 km

5.0 km

※制限時間 
40分 

1.2 km

スタート時刻 コード 部　門 距　離 

9:30
1 

2

3

4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13

 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22

ショートコース 

ロングコース 

5km 

10km

スタート時刻 コード 部　門 距　離 

スタート時刻 コード 部　門 距　離 

小学生女子の部 
中学生女子の部 
高校生女子の部 
一般女子の部 
小学生男子の部 
中学生男子の部 
高校生男子の部 
一般男子の部 

9:20

11:00

1区6年男子／2区4年女子／3区5年男子／4区5年女子／5区4年男子／ 
6区6年女子／7区6年男子　　※1・7区（2.2㎞）、2～6区（1.2㎞） スポーツ少年団の部 

 1～5区（各1.2km） 

1～5区（各2.2 km） 

1～5区（各2.8km） 

14
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小
野
市
女
性
団
体
連
絡
会
で
は
、

団
体
相
互
の
連
携
と
会
員
の
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
、「
第
３

回
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
、
女
性
の
地

域
参
画
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
た
あ
と
、
販
売
・
展
示
・

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
加
入
団

体
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

▼
登
録
看
護
師
　
正
看
護
師
資
格

を
有
す
る
方
 

▼
登
録
ヘ
ル
パ
ー
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
2
級
以
上
の
資
格
を
有
す

る
方
 

▼
待
遇
　
公
社
規
程
に
よ
る
 

▼
応
募
方
法
　
福
祉
公
社
へ
履
歴
書
・

資
格
証
明
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。 

▼
選
考
方
法
　
書
類
選
考
の
う
え
、

面
接
を
行
い
決
定
し
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

（財）
小
野
市
福
祉
公
社
（
�

　
２

８
６
０
・
�

　
０
０
３
２
） 

 

ひ
ま
わ
り
園
で
は
、
皆
さ
ん
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

自
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

こ
の
度
、「
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
よ
り
、
ひ

ま
わ
り
園
に
、
㈱
マ
イ
カ
ル
小
野

サ
テ
ィ
様
か
ら
「
マ
イ
カ
ル
商
品
券
」

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

サ
テ
ィ
様
を
は
じ
め
応
援
い
た

だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ひ
ま
わ
り
園
 

（
�

　
５
１
８
１
） 
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▼
日
時
　
１２
月
５
日
（日）
　１０
時
３０
分

か
ら
１５
時
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
 
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン
 

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
観
覧
で
き

ま
す
。
　
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
女
性
団
体
連

絡
会
事
務
局（
男
女
共
同
参
画
推

進
グ
ル
ー
プ
内（
�

　
１
０
１
７
）） 

◯ 63

高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
い

き
い
き
湯
快
ス
タ
ン
プ
講
習
（
高

齢
者
交
通
事
故
防
止
講
習
）」
を
追

加
開
催
し
ま
す
。 

参
加
・
体
験
・
実
践
型
の
交
通

安
全
教
室
に
参
加
し
て
、
交
通
安

全
意
識
を
高
め
、
交
通
安
全
行
動

を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
防
止
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

▼
内
容
　
 

・
歩
行
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活

用
し
た
交
通
安
全
講
習
 

・
交
通
安
全
講
話
　
な
ど
 

▼
特
典
　
２
回
受
講
す
る
と
、「
白

雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
入
浴
料
が
半

額（
３
回
分
）」
ま
た
は
、「
白
雲

谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
入
浴
料
が
半
額（
２

回
分
）＋
あ
お
陶
遊
館
ア
ル
テ
の

陶
芸
教
室
１
日
体
験
コ
ー
ス
受

講
料
が
半
額（
１
回
分
）」 

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上

の
方
 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
防
災
・
地
域

安
全
グ
ル
ー
プ（
�

　
３
３
８
７
） 

▼
主
催
　
小
野
市
交
通
安
全
対
策

委
員
会
・
社
警
察
署
 

▼
共
催
　
小
野
地
区
安
全
・
安
心

再
生
協
議
会
 

▼
後
援
　
兵
庫
県
警
察
本
部
交
通

部
交
通
企
画
課
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昨年の「小野市女性フェスティバル」のようす 

日　時 場　所 内　容 

平成23年1月21日（金） 
10:00～ 

平成23年2月22日（火） 
10:00～ 

平成22年12月21日（火） 
10:00～ 

伝統産業会館 
第1・2研修室 

伝統産業会館 
大研修室 

伝統産業会館 
大研修室 

社警察署交通課による交通安全講話 

県警本部高齢者交通安全教育隊（スタウ 
ス）による交通安全教室 

・社警察署交通課による交通安全講話 
・兵庫県警察音楽隊による演奏 

◯ 66

◯ 64

◯ 62

大気環境の状況を把握するため、本年7月
10日から16日までの１週間、榊町（榊町公民
館）で、大気環境調査を実施しました。 
その結果は、すべての項目において環境

基準に適合しており、良好な環境であるとい
えます。 
項　目 環　境　基　準 実　測　値 

二酸化硫黄 
（SO２） 

二酸化窒素 
（NO２） 

一酸化窒素 
（NO） 

浮遊粒子状 
物質 

（SPM） 

風向 

風速 

気温 

湿度 

１時間値の１日平均値が0.04～ 
0.06ppmまたはそれ以下 

１時間値の１日平均値　0.04ppm

１時間値の最高値　　0.1ppm

平均　0.005ppm 
最高　0.007ppm

0.017ppm

平均　0.009ppm 
最高　0.012ppm

平均　0.005ppm 
最高　0.007ppm

平均0.025㎎/m3
  

最高0.043㎎/m3
  

 
0.089㎎/m3

  
 南南西 

平均1.6m/s

平均24.6℃ 

平均86％ 

１時間値の１日平均値0.10㎎/m3
  

 

１時間値の最高値　 0.20㎎/m3
  

 

― 

― 

― 

― 

― 

※都合により内容等を変更することがあります 

来
年
１
月
１０
日
（月）
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業

委
員
会
（
�

　
２
２
６
６
） 
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市
民
の
方
へ
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技

指
導
な
ど
を
担
当
す
る
体
育
指
導

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
の
指
導
・
助
言
や
、

小
野
市
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
ス

ポ
ー
ツ
に
深
い
関
心
と
理
解
を
持
ち
、

熱
意
と
体
力
の
あ
る
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
成
人（
学
生

は
除
く
） 

▼
募
集
人
数
　
２
人
程
度
 

▼
報
酬
な
ど
　
年
額
２
万
円
 

※
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ
・
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
の

審
判
員
を
さ
れ
た
場
合
は
日
額

支
給
あ
り
。
ユ
ニ
ホ
ー
ム（
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
・
ジ
ャ
ー
ジ
）も
支
給
。 

▼
任
期
　
１
年（
来
年
４
月
か
ら
） 

※
次
回
更
新
後
は
２
年
ご
と
 

▼
採
用
方
法
　
面
接
・
書
類
選
考
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

体
育
保
健
課（
�

　
２
５
９
１
） 

 

観
光
や
歴
史
に
興
味
を
お
持
ち

の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と

し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

研
修
や
先
輩
ガ
イ
ド
と
一
緒
に

案
内
を
行
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
す
。

ガ
イ
ド
活
動
で
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
を

一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。 
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▼
所
在
地
　
田
園
町
８
５
９
番
地
 

▼
募
集
内
容
　
 

○
田
園
町
鉄
筋（
２
Ｄ
Ｋ
 
３
戸
／

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
 
１
戸
） 

○
田
園
町
住
宅（
２
Ｄ
Ｋ
 
１
戸
／

１
Ｄ
Ｋ
 
１
戸
） 

※
住
宅
の
間
取
り
・
規
模
に
よ
り

募
集
要
件
が
異
な
り
ま
す
。 

▼
構
造
　
中
層
耐
火
５
階
建
 

▼
月
額
家
賃
　
１
６，
１
０
０
円
〜
 

※
部
屋
の
棟
・
号
数
、
入
居
者
の

所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。 

※
共
益
費
は
含
み
ま
せ
ん
 

▼
敷
金
　
月
額
家
賃
の
３
か
月
分
 

▼
駐
車
場
　
１
台
分
 

▼
入
居
可
能
な
収
入
基
準
　
政
令

月
収
額
１
５
８，
０
０
０
円
以
下

（
裁
量
階
層
の
方
は
２
１
４，
０

０
０
円
以
下
） 

※
収
入
は
入
居
世
帯
合
算
で
判
定
 

▼
入
居
者
の
決
定
　
申
込
者
が
募

集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公

開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。 

▼
入
居
時
期
　
来
年
１
月
末
以
降（
予

定
） 

▼
申
込
用
紙
配
布
・
受
付
期
間
 

１２
月
６
日
（月）
か
ら
１５
日
（水）
ま
で
 

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
 

▼
配
布
・
受
付
場
所
　
ま
ち
づ
く

り
課
総
務
・
住
宅
係
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
県
住
宅

供
給
公
社
播
磨
事
務
所（
�

０
７

９
　
０
１
１
７
） 

ま
ち
づ
く
り
課
総
務
・
住
宅
係
 

（
�

　
１
２
７
１
） 
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経
済
産
業
省
・
兵
庫
県
・
小
野

市
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。 

▼
目
的
　
製
造
業
を
営
む
す
べ
て

の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
自
治

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と

も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の

研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学

校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

▼
調
査
日
時
　
１２
月
中
旬
か
ら
調

査
員
が
調
査
票
記
入
の
お
願
い

に
伺
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業
課
商
工

振
興
係
（
�

　
１
９
２
８
） 

企
画
県
民
部
政
策
室
統
計
課
商

工
業
統
計
係
（
�

０
７
８
　
４

１
２
８
） 

◯ 63

◯ 362

▼
ガ
イ
ド
場
所
　
浄
土
寺
、
広
渡

廃
寺
跡
歴
史
公
園
、
金
鑵
城
遺

跡
広
場
、
好
古
館
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
先
　
小
野
市
観
光
協

会
事
務
局
（
観
光
課
内
）（
�

　

１
９
２
９
・
�

　
２
６
１
４
） 

 

◯ 63

kanko@
city.ono.hyogo.jp

◯ 63

浄土寺で説明をするボランティアガイド 

来
年
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し

ま
す
。 

今
回
、
そ
の
名
簿
に
登
録
で
き

る
の
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

で
す
。 

①
来
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
方
 

②
満
２０
歳
以
上
の
方（
平
成
３
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
） 

③
１０
ａ
以
上
の
農
地
で
、
耕
作
の

業
務
を
営
ま
れ
て
い
る
方
 

④
前
記
③
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
６０

日
以
上
耕
作
さ
れ
て
い
る
方
 

名
簿
登
録
は
申
請
が
原
則
で
す
。

申
請
書
は
、
町
役
員
を
通
じ
て
配

布
し
ま
す
（
農
業
委
員
会
に
も
置

い
て
い
ま
す
）。 

登
録
が
な
い
と
選
挙
権
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
資
格
の
あ
る
方
は
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▼
試
験
日
　
来
年
２
月
６
日
（
日
） 

▼
試
験
会
場
　
篠
山
市（
兵
庫
県
立

篠
山
産
業
高
等
学
校
）ほ
か
５
会

場
 

▼
試
験
種
類
　
甲
種
・
乙
種
全
類
・

丙
種
 

▼
受
験
願
書
　
消
防
本
部
と
南
分

署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子
申
請

も
可
。 

▼
願
書
受
付
期
間
 

○
郵
送
・
持
参
　
１２
月
２４
日
（金）
か

ら
来
年
１
月
７
日
（金）
 

○
電
子
申
請
　
１２
月
２１
日
（火）
か
ら

来
年
１
月
４
日
（火）
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
消
防
本
部
予

防
課
（
�

　
１
３
１
４
） 

※
詳
細
は
（財）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧

く
だ
さ
い
 

「
♪
日
本
の
薫
り
を
あ
な
た
に
」

を
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
も
コ
ー

ロ

デ
ィ

オ
ノ
合
唱
団
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
講
師
　
保
坂
博
光
氏（
テ
ノ
ー
ル

兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
教
授
） 

▼
定
員
　
２５
人（
先
着
順
） 

▼
練
習
日
時
　
来
年
２
月
２４
日
（木）
、

３
月
３
日
（木）
　１９
時
か
ら
２０
時
３０

分
 

※
リ
ハ
ー
サ
ル
は
、
３
月
５
日
（土）

　１８
時
か
ら
２０
時
 

▼
練
習
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館

エ
ク
ラ
 

※
リ
ハ
ー
サ
ル
は
、
コ
ミ
セ
ン
お

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
 

▼
演
奏
曲
目
　
①
小
さ
な
四
季
メ

ド
レ
ー
（
春
が
来
た
、
鯉
の
ぼ
り
、

七
夕
さ
ま
、
海
、
虫
の
声
、
冬

の
歌
、
何
処
か
で
春
が
）
②
春

の
歌
③
早
春
賦
ほ
か
 

▼
参
加
料
　
２，
０
０
０
円
 

（
外
国
人
・
高
校
生
以
下
は
無
料
） 

▼
演
奏
会
日
時
　
来
年
３
月
６
日

（日）
　１４
時
開
演
 

▼
演
奏
会
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
 

に
ほ
ん
ご
き
ょ
う
し
つ
じ
ゅ
こ
う
せ
い
ぼ
し
ゅ
う
 

外
国
人
の
み
な
さ
ん
、
日
本
語

を
覚
え
て
、
日
本
で
の
生
活
を
快

適
に
し
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
　
来
年
１
月
１５
日
・
２２
日
、

２
月
５
日
・
１２
日
・
１９
日
・
２６
日
、

３
月
１２
日
・
１９
日
・
２６
日
（
全

９
回
す
べ
て
土
曜
日
）１９
時
か
ら

２１
時
 

▼
対
象
　
小
野
市
と
そ
の
近
郊
に

在
住
・
在
勤
の
外
国
人
の
方
 

▼
受
講
料
　
９
回
２，
０
０
０
円（
１

回
３
０
０
円
） 

※
途
中
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
 
２
階
サ
ー
ク
ル
室
 

▼
申
し
込
み
方
法（
２
件
共
通
）　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
事
務
局
窓
口
で
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
コ
ー
ロ

デ
ィ

オ
ノ
合
唱
団
に

参
加
希
望
の
方
は
声
種
も
記
入
） 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

小
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
 

　
　
が
い
こ
く
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ほ
ん
ご
 
 

　
　
お
ぼ
 
　
　
　
　
　
 
に

ほ

ん

　

　

 
せ
い
か
つ
　
 
か
い
 

て
き
 に

ち
じ
 

ら
い
ね
ん
 ど

よ
う
び
 

た
い
し
ょ
う
 

　
　
　
　
　
　
お
　
の
　
し
　
　
　
　
　
　
き
ん
こ
う
 

ざ
い
じ
ゅ
う
　
　
ざ
い
き
ん
　
　
が
い
こ
く
じ
ん
　
　
か
た
　
　
 

じ
ゅ
こ
う
り
ょ
う
　
　
　
　
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
 

か
い
　
　
　
　
　
　
え
ん
 

と
ち
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
さ
ん
か
 

ば
し
ょ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
り
ゅ
う
か
ん
 

　
　
　
　
　
　
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ
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市
内
で
、
１２
月
、
１
月
の
建
物

火
災
は
過
去
１０
年
間
で
２０
件
発
生
し
、

１
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
、
７
名

の
方
が
負
傷
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
原
因
　
過
去
10
年
間（
平
成
１２
〜

２１
年
）
の
火
災
発
生
原
因
は
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。 

暖
房
器
具
や
調
理
器
具
な
ど
の

不
適
切
な
使
用
や
焼
却
火
の
不

始
末
に
よ
り
火
災
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。 

※
そ
の
他
の
内
訳（
火
遊
び
、
火
花
、

タ
バ
コ
、
放
火
、
コ
ン
ロ
、
電

気
器
具
） 

▼
対
策
と
予
防
 

①
暖
房
器
具
は
使
用
す
る
前
に
必

ず
清
掃
す
る
。 

②
風
の
強
い
日
は
焼
却
し
な
い
。 

③
調
理
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。 

④
火
気
の
消
し
忘
れ
に
注
意
す
る
。 

⑤
正
し
い
使
用
方
法
を
守
る
。 

・
燃
料
を
間
違
え
な
い（
ガ
ソ
リ
ン

は
厳
禁
）。 

・
暖
房
器
具
で
洗
濯
物
を
乾
か
さ

な
い
。 

   
ま
た
、
年
末
年
始
の
大
掃
除
か

ら
出
る
家
庭
ゴ
ミ
の
屋
外
放
置
は

放
火
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

最
寄
り
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
適
切
に
処

分
し
ま
し
ょ
う
。 

地
域
ぐ
る
み
で
火
災
予
防
に
取

り
組
み
、
火
災
ゼ
ロ
で
新
し
い
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

5

6

3

2

2

2

0 2 4 6 8

暖房機器から出火 

焼却火からの延焼 

天ぷら油から出火 

電器配線 

不明 

その他 

（件数） 

火災件数 
累計 １０月 

平成 
22年 

平成 
21年 0

0

20

13

累計 
5 
0 
1 
7 
13

建物火災 
林野火災 
車両火災 
その他火災※ 
累計 

火災種別 

※雑草・廃材などの火災 

火災種別累計件数 十二単と束帯を着てみよう！ 
　日時　来年１月中の土・日・祝日の９日間（1・2
日は除く）10：00～15：40（１組45分） 

　対象　十二単は身長130㎝以上、束帯は身長150
㎝以上の子ども・大人 

　定員　54組（2人1組） 
　参加料　無料（入館料要） 
　申し込み方法　好古館窓口で直接申し込まれる
か、ハガキ・ファクス・メールにて住所・２人

の氏名（身長）・電話番号、着付希望日を明記の
うえ、当館までお送りください。 

※応募者多数の場合は抽選 
　申し込み期間　12月1日（水）～15日（水）必着 
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今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
接
種
は

も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？
 

狂
犬
病
予
防
接
種
は
、
毎
年
１

回
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
お
済
み
で
な
い
場
合
、

か
か
り
つ
け
の
獣
医
で
予
防
接
種

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

犬
を
新
た
に
飼
わ
れ
た
場
合
や
、

生
後
９１
日
以
上
の
犬
で
登
録
を
済

ま
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
速
や

か
に
市
で
登
録
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
犬
の
登
録
事
項
に
変
更

が
あ
る
場
合（
飼
い
主
の
住
所
・
氏

名
の
変
更
、
犬
の
死
亡
な
ど
）は
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
（
�

　
　
３
９
７
７
） 

小
野
加
東
歯
科
医
師
会
の
ご
協

力
に
よ
り
、
今
年
度
も
年
末
年
始

の
救
急
診
察
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
昨
年
度
は
２３
人
の
方
が

利
用
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

◯ 63通
常
、
猫
は
放
し
飼
い
で
飼
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
猫
の
苦
情
で
多

く
寄
せ
ら
れ
る
の
は
、
放
し
飼
い

に
よ
る
フ
ン
の
被
害
や
庭
を
荒
ら

す
こ
と
な
ど
で
す
。 

こ
れ
ら
の
苦
情
は
飼
い
主
の
努

力
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
る
こ
と
ば

か
り
で
す
。
隣
人
は
あ
な
た
の
猫

に
迷
惑
を
か
け
ら
れ
て
い
て
も
、

近
所
付
き
合
い
も
あ
り
、
な
か
な

か
苦
情
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
飼
い
主
は
周
囲
の
方
に
気

遣
い
を
し
て
、
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
（
�

　
３
９
７
７
） 
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3日（月） 

12月31日（金） 

1月  1日（土） 

2日（日） 

市浦歯科医院（小田町） 
�67－0733

芝本歯科医院（黒川町） 
�63-3600 
 栗林歯科医院（加東市社） 
�0795-42-0431 
 磯貝歯科医院（加東市天神） 
�0795-47-0324 
 

日程 当番医 

講演会「村絵図からみた村の景観と村社会 
～下東条地区の近世村絵図を中心に～」 

▼  
▼  
 

 
 

▼  
▼  

▼  
▼  
 

▼  
 

▼  
▼  

▼  

　日時　12月19日（日）13：30～15：00 
　演奏　前田多津子（ピアノ）・佐野満穂（琴） 
　場所　好古館玄関ホール 
　参加料　無料（入館料要） 

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  

おの夢館では、「小野商店街展」を開催します。
昔の商店街の写真、看板、各店舗にある古いお宝
商品など珍しい品々を展示します。皆さんお誘い
あわせのうえ、ぜひお立ち寄りください。 
　場所　おの夢館ギャラリー 
　期間　12月1日（水）から28日（火） 
　開館時間　10：00～17：00（水曜日休館） 

▼  
▼  

▼  

そろばんの初荷 

 

映画館「福栄座」 

 

小野郵便局 

 

12月5日まで好古館で史料展示していたものを
12月10日（金）から19日（日）まで、コミセン下東条
で展示します。 
　展示品　豊地城跡出土品／小田城跡出土品など 
　展示場所　コミセン下東条　集会室 
《関連行事》 
 
 

　日時　12月18日（土）13：30～ 
　講師　石野 茂三（旭丘中学校校長） 
　場所　コミセン下東条　視聴覚室 
※申し込み不要、参加料無料 



　テーマ　コミセンおの周辺で行われるイルミネ
ーション。 
　サイズ　四つ切（ワイド四つ切でも可能）。デジ
タルカメラによる写真はＡ４サイズ以上のもの。
組み写真は不可。 
　締め切り　12月25日（土） 
　応募方法　コミセンおのへ持参または郵送くだ
さい。応募作品の裏に画題・住所・氏名・年齢・
連絡先を書いた紙を貼付してください。 
　賞　最優秀賞1点（賞金10,000円）、優秀賞3点（賞
金5,000円）など 

市民の手作りクリスマスイルミネーション＆コ
ンサートを開催します。市民会館入り口の階段前
芝生には、北播磨最大級の巨大ツリーを、周辺に
は手作りのオブジェのイルミネーションを飾りつ
けします。 
【イルミネーション】 
　期  間　12月25日（土）まで17：30～21：30 
　場  所　市民会館周辺 
【コンサート】 
　場　所　 
　コミセンおのコミュニティホール 
　日時・出演者　いずれも18：30～20：00 
　12月 4日（土）　播州キッド/田村＆井上＆安岡 
　12月11日 （土）　小野ひまわりライオンズベル 
　　　　　　　　クラブ/みわやました＠ 
　12月23日（祝）　小野児童合唱団/小野市民合唱団 
12月25日（土）　中村ファミリー※ 

※関西を中心にライブ活動（ピアノの弾き語り）
を展開している中村つよしさんも出演 

《出店者募集》 
第6回小野陣屋まつりに出店される団体を募集
します。 
　出店日時　来年3月5日（土）13：00～15：00、 
　　　　　　6日（日）10：00～15：00（原則両日出店） 
　出店場所　小野商店街（南北800メートル） 
　出店資格　小野市料飲組合加盟店、北播磨地域
の市民団体（サークル可）で、区長または地域づ
くり協議会より推薦された団体。 
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▼  
 

▼  
▼  

▼  
 

▼  
 

 
▼  

▼  
 

 
▼  

12月18日（土）　　大ホール　　 

「おとうと」 ②13：00～ ④19：00～ 

●1955年 日本 
●監督 
　豊田　四郎 
●出演 
　森繁久彌/小堀誠/司葉子 
　/淡島千景ほか  

「夫婦善哉」 ①10：00～ ③15：40～ 

「武士の家計簿」ロードショー 

小野名画劇場　当日券　700円　 好評発売中 

好評発売中 

関西フィルハーモニー管弦楽団コンサート 
　今年も市民と関西フィルハーモニー管弦楽団のコ 
ラボレーションによるコンサートを開催します。 

●日時　平成23年2月27日（日） 
　　　　15：00～（開場14：30） 
●場所　市民会館大ホール 
●前売券発売日　12月12日（日） 
●前売価格　一般2,000円、大学生1,000円 
　　　　　　小・中・高校生500円 
　　　　　　（全席自由・当日券は各500円増） 
●前売券発売場所　市民会館・各コミセン・図書館・ 
　　　　　　　　　好古館 
※1歳から就学前までのお子さんの一時保育 
　があります（先着20人・受付は2月10日まで）。 
●プログラム（予定） 
【第1部】 
①「関西フィルと一緒に演奏しよう吹奏楽団と 
　の共演」 
 ・アルメニアンダンスⅠ 
②「地元出身奏者とのピアノコンチェルト」 
　モーツァルト：ピアノ協奏曲より 
③「関西フィルと一緒に歌おう合唱団・児童合 
　唱団との共演」 
 ・未来に伝えたい日本の歌 
【第2部】 
①「藤岡幸夫情熱の躍動するシンフォニー」 
 ・ベートーヴェン：交響曲第7番 

12月4日（土）5日（日） 　大ホール　　 
　　①10：00～ ②13：00～③16：00～ 

●2010年 日本 
●監督 
　山田　洋次 
●出演 
　吉永小百合/笑福亭鶴瓶 
　/蒼井優/加瀬亮ほか  

●監督　森田芳光 
●出演　堺雅人/仲間由紀恵ほか 
●発売場所　商工会議所、 
   小野市観光協会、市民会館、 
　各コミセン、うるおい交流 
　館エクラ、好古館、図書館  
●入場料　前売り　1,000円 
　当日　　一般　　1,800円 
　　　　大・高生　1,500円 
    小・中・シニア（60歳以上） 
 　　　 　　　　　  1,000円 
●全席自由 

   
  

刀ではなく、そろばん
で、家族を守った武士が
いた。激動の時代を、智
恵と愛で生き抜いた家族
の姿が168年前の実在
の家計簿から今、よみが
える。 

▼  
▼  
 

▼  
 

▼  

（c）2010「武士の家計簿」製作委員会 （c）2010「武士の家計簿」製作委員会 

（都合により変更する場合があります） 
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（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土）お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 

日 
《遊戯室》11：00～11：30 
ふれあいタイム・パパサタサロンなど 

《集会室》10：00～15：00 
つどいの広場・エコ工作など 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
0歳児・ほのぼのひろば（10：30～） 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
おしゃべりタイム（14：30～15：00） 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
 
エコ工作・クリスマスGoodsを作ろう 
エコ工作・クリスマスGoodsを作ろう 
 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
1歳児さん集れ！（10：30～） 
エコ工作・クリスマスGoodsを作ろう 
エコ工作・クリスマスGoodsを作ろう 
 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作を楽しもう 
エコ工作・お正月Goodsを作ろう 
エコ工作・お正月Goodsを作ろう 
エコ工作・お正月Goodsを作ろう 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
　　　　　　 ― 
0歳児・ほのぼのひろば（10：30～） 
エコ工作・伝承おもちゃを作ろう 
エコ工作・伝承おもちゃを作ろう 
エコ工作・伝承おもちゃを作ろう 

12月生まれのお友だち集まれ！ 
（10：00～10：30） 

親子で楽しく音楽遊びをしよう～リトミック～（1部・10：00～10：50・ 
2部・11：00～11：50）長島 真登香 氏　※申込者対象 

にこにこ子育て相談（9：45～11：00） 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 
親子で自由あそび 
 
みんなで体操1・2・3 
みんなで作ろう手づくりおもちゃ 
みんなであそぼうリズムにのって 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
パパサタサロン「とんがり帽子を作ろう」 
親子で自由あそび 
親子で自由あそび 
みんな一緒にお話を聞こう（読み聞かせ） 
選んで遊ぼうコーナーあそび 
みんなであそぼうリズムにのって 
親子でわくわくタイム（14：30～15：00） 
 
親子で自由あそび 
みんなでお祝いハッピーバースデーとお楽しみクリスマス会 
みんな一緒にお話を聞こう（読み聞かせ） 
掲示板に表示する作品づくり 
チャイちゃん・コムくんとふれあおう 
チャイちゃん・コムくんとふれあおう 
パパサタサロン「おめでとうリースを作ろう」 
親子で自由あそび 
親子で自由あそび 
親子で自由あそび 
 
 
 
 
 
 
親子で自由あそび 
にこにこ子育て相談（9：45～11：00） 
チャイちゃん・コムくんとふれあおう 
チャイちゃん・コムくんとふれあおう 
親子で自由あそび 
親子で自由あそび 
親子で自由あそび 

 

【ふれあいタイム】月～金曜日（11：00～11：30）遊戯室 
【つどいの広場】月・金・土曜日（10：00～15：00）集会室 

ほっと☆mam広場「ミニ・ツリー作りをしよう」 
（10：15～11：30）※申込者対象 

エプロンシアターをみよう 
（10：30～11：30）※2歳児以上対象 
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　日時　12月12日（日）10：00～11：00 
　場所　図書館2階　児童閲覧室 
　対象　市内在住の4歳～小学3年生（先着15人） 
　内容　折り紙や簡単な工作 
　申し込み方法　図書館窓口カウンターで申し込
みください（電話でも受け付け可）。 

※工作に必要な道具は図書館が用意します。 

※「広報おの」11月号の21ページの同コーナーの
記事に誤りがありましたので、おわびして訂正
します。【誤】小林　慎介→【正】小林　恒介 

 

 

 

《舞台出演者募集》 
愛宕神社境内特設舞台に出演される団体を募集
します。 
　日時　来年3月6日（日）10：00～15：00 
　場所　愛宕神社境内特設舞台（小野商店街内） 
　出演ジャンル　①音楽演奏②歌③ダンス④演舞
⑤その他 
　出演資格　5人以上で構成された団体（サーク
ル可） 
　申し込み期間　12月1日（水）～1月30日（日） 
　申し込み方法　コミセンおの窓口に備え付けの
申込用紙に必要事項を記入のうえ、コミセンお
の窓口へ持参ください（郵送・メール・ファク
スも可）。 

※詳しくは、募集要綱をご覧ください（ホームペー
ジからダウンロード可）。応募多数の場合は抽選 
申し込み・問い合わせ先　小野地区地域づくり
協議会事務局（コミセンおの内） 
ホームページ（http://www8.ocn.ne.jp/̃onet ） 

 

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  
▼  
 

▼  
 

▼  
▼  
 

 
 

 
 

▼  

「作品展」 
　　　　　　　　　　小林　恒介 
「おのハートフル歩人会　写真展」 
　　　　　おのハートフル歩人会 
 

12月18日（土） 
まで 
12月20日（月） 
～1月 8日（土） 
 

日程 
 

展示内容 
 

12月のお話会 
4日（土） 
11日（土） 
18日（土） 
25日（土） 
26日（日） 

10：30～ 
14：00～　・14：40～ 
10：30～ 
14：00～　・14：40～ 
14：00～　・14：40～ 

12月の休館日 
28日（火）～ 
31日（金） 

年末年始の休館（12月28日（火）から１月3
日（月））に伴い、12月14日（火）から27日（月）
の期間に限り、貸出冊数・期間を変更します。 
　貸出冊数　本・ＣＤ・雑誌合わせて30点以
内（うちＣＤは3点以内） 

　貸出期間　22日間 

▼  
 

▼  

年始は1月4日（火）
10時から開館 

楽器や音楽に合わせて歩いたり、ぎゅっと抱き
しめたりして親子でふれあい遊びをします。 
　日時・対象　12月6日（月） 
第１部〔10：00～10：50〕 
歩行ができる１歳から２歳のお子さんと保護者 
第２部〔11：00～11：50〕 
２歳以上のお子さんと保護者 

　場所　児童館チャイコム 遊戯室 
　定員　各部70人　 
　講師　長島 真登香 氏 
　参加料　１家族につき100円 
　申し込み方法　児童館備え付けの申込用紙に必
要事項を記入のうえ、申し込みください（ファ
クスも可）。 

▼  
 

　  
　  

　 　  

▼  
▼  

▼  
▼  

▼  

 

休館日 
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相談日が祝・祭日と重なるときは、休ませていただく場合があります。 

市民・行政 月～金曜日 
9：00～17：00 

法　律 
12月8日（水）・15日（水） 
13：30～16：00 
※予約は毎月1日（休日の場合は 
　翌日）9時から受付します。 

市民サービス課相談室 

要予約 

要予約 

生活上の問題・行政に関する相談 

弁護士による法律的な解釈が 
必要な問題など 

いじめ担当グループ 
◯4110 

近畿税理士会・社支部事務局 
0790◯1897 

小野交通安全協会事務局 
◯1410 

人　権 

特設人権 

あんしん窓口 

消費生活 

高齢者総合相談 

住宅改造 
（高齢者・障がい者向） 

ふれあい福祉 

障がい者総合相談 

精神障がい者 

児　童 

子育て 

にこにこ 
子育て相談 

乳幼児育児相談 

子育て 
安心ダイヤル 
思春期 

ホットダイヤル 
乳幼児発達相談 

不登校相談 

乳幼児育児不安 

女性のための相談 

母子自立 

女性のための 
医療相談 

いじめ等相談窓口 
（ＯＮＯひまわりほっとライン） 

税務相談 

法律相談 

外国人生活相談 

面接相談は要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

要予約 

12月15日（水） 
13：30～15：30 
12月3日（金） 

10：00～15：30 

コミセンおの302号室 

コミセンおの205号室 

月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～16：00 

生活環境グループ 
月・水・金曜日 
9：00～17：00
月～金曜日 

9：00～17：00 

月～金曜日 
9：00～17：00 

火・木曜日 
10：00～15：00 
(23日は休みます） 

月～金曜日 
9：00～17：00

12月17日（金） 
13：00～15：00 

木曜日 
9：00～12：00 
(9日は休みます） 

月～金曜日 
9：00～16：00 

月～土曜日 
10：00～17：00 
12月1日（水） 
9：45～11：00 
12月8日（水） 
9：30～10：30 
月～金曜日 

9：00～16：30 
月～金曜日 

9：00～16：30 
12月7日（火）・13日（月） 
13：00～16：00 

月～金曜日 
13：00～17：00 

月～土曜日 
9：00～16：00 

木曜日 
（電話相談）9：40～11：40 
（面接相談）13：00～16：00 

(23日は休みます） 

月・水・金曜日 
9：00～16：00

木曜日 
13：30～16：00 
(23日は休みます） 

月～金曜日 
9：00～17：00 

12月2日（木）・16日（木） 
13：00～16：00 
※受付は15：30まで 
毎月第1土曜日 

13：00～16：00 

人権に関すること 

小野市民病院 
地域医療室内医療福祉相談室 

医療福祉に関する悩みなど 

商品や契約の苦情に関する問題 

うるおい交流館エクラ 
事務室 生活上の問題 

福祉事務所相談室 生活上の悩みなどの母子の 
自立に向けた相談 

小野市民病院 
医療福祉相談室 

看護師による「医療に関する悩み」 
など 

市民安全部 
ヒューマンライフグループ 

いじめ、虐待、DV、セクハラなど 
いじめ相談 

2日：第2庁舎第1会議室 

16日：本庁舎3階第1会議室 
税金に関すること 

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること 

子どもの健康・栄養・発達に 
関すること 

体のこと・性のこと 

発達に関する相談 

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談 
で応じます 

来住保育所 
（小野市地域子育て支援センター） 

乳幼児の子育ての悩みなど 

うるおい交流館エクラ 
相談室 

女性が抱えるさまざまな問題 
※託児可能（要予約・無料） 

伝統産業会館内 
保健センター 

社会福祉協議会 
会議室 生計、職業、住宅、家族の悩みなど 

西庁舎１階 障がい者（児）の日常生活に 
おける相談 

社会福祉協議会 
会議室 

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど 
（養護、虐待など） 

子育てに関すること 

特に発育・栄養に関すること 

育児・発達・離乳食相談 

児童館チャイコム 

日常生活上での悩みごと 

高齢介護課相談室 介護・認知症に関する相談等 

福祉事務所相談室 
高齢介護課相談室 

バリアフリー化など住宅改造に 
関すること 

市民サービス課 
◯1013 63

人権啓発推進グループ 
◯1243 63

小野市民病院 
◯2020 内線18863

生活環境グループ 
◯1686 63

地域包括支援センター 
◯2174 63

高齢介護課・社会福祉課 
◯1011 63

社会福祉協議会 
◯2574 63

障害者地域生活・相談支 
援センター 

◯1000 内線725・735 63

社会福祉課障害福祉係 
◯1011 63

子育て支援課 
（家庭児童相談室） 

◯1645 63

児童館チャイコム 
◯7020 62

保健センター 
◯3977 63

適応教室 
◯4175 63

来住保育所 
（小野市地域子育て支援センター） 

◯8428 62

男女共同参画センター 
相談専用電話 
◯8250 63

子育て支援課 
◯1645 63

小野市民病院 
◯2020 内線18863

国際交流協会事務局 
◯6763 62

62

49

62

※29日以降は休ませていただきます。 
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弦楽四重奏による 
クリスマスサロンコンサート 

（順不同）
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まちの特派員による 
取材記事などを紹介 

12月4日から10日は、人権
週間。人のあたたかさや思いや
りがいっぱいの、展示会に足を
運んでみませんか。 
人権啓発推進グループ 
　　　　　　　　　（�　1243） 

12月4日（土）～10日（金） 
市立図書館にて※最終日は16時まで 

◯ 63

藤原 敬一さん（小野東幼稚園） 
　  （母 容子さん） 
 

河合 優さん（小野東小5年） 
 

今村 由衣さん（旭丘中3年） 
 

コミセンかわいで「かわい
歌ごえ広場」が開催されまし
た。参加者がリクエストした
20数曲を、アコーディオン
とギターの伴奏に合わせて全
員で歌いました。子どもの頃
や青春時代に思いを馳せ、笑
いあり、涙？ありでアッとい
う間に2時間が過ぎました。
次回は来年1月に開催されます。
ぜひ参加してみませんか？ 
（河合小学校区　掘井ひさ代
さん・小林裕子さん） 

下東条小学校区の原始から
近年までの出土品が展示され
ていました。ゴルフボール大
の玉が88個付いた大数珠も出品。
6年生の児童による「私たちの
調べた下東条」のコーナーは、
写真を使うなど上手にまとめ
てありました。 
下東条の歴史が、当時の風
景となって目の前にせまって
くるようでした。 
（下東条小学校区　藤原登代子
さん・山森かおるさん） 

浄谷町内を、子ども神輿が
元気に練り歩きました。「わっ
しょい、わっしょい」のかけ
声に誘われ、神輿を見守ろう
と集まった町民には、日本酒
などが振る舞われました。 
公民館から出発した神輿は、
町内を練り歩いた後は浄土寺
に奉納。 
子どもたちの掛け声に、町
民一同元気をもらえる秋の一
日となりました。 
（小野東小学校区　藤原宜子
さん） 

来住小学校5・6年生（63人）
が、6月に学習田に植えた稲の
刈入れと脱穀をしました。  
中にはとても手際よく刈り
取る子どもがいて、聞いてみ
ると「家でもお手伝いしてる」
とのこと。  
大らかな「きすみの」の土
地で、すくすくと育っている
『来住っ子』が、頼もしく見え
ました。 
（来住小学校区　藤本真理さん） 
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不安定な天気のため会場を
大池総合公園から市総合体育
館（アルゴ）に変更しましたが、
子どもたちは元気いっぱい！
市内保育所に通う5歳児422
人が参加し、体育館の中を駈
けまわり楽しい運動会になり
ました。 
また、11月は児童虐待防止

推進月間。オレンジリボンキ
ャンペーンとして啓発ティッ
シュを保護者に配布しました。
　　　　　　　（子育て支援課） 

1日目は、秋晴れに恵まれ
ましたが、2日目はあいにくの
お天気。 
しかしながら、さまざまな
店が軒をつらね、いい匂いが
あちこちからただよう会場は、
たくさんの人たちで盛り上が
りました。 
また、伝統産業である金物
製造の実演や、そろばん作り
体験コーナーなどもあり、小
野の産業を楽しく学べるイベ
ントとなりました。 
　　　　　　　　　（産業課） 

これまでの4期生70人に続
いて、新たに16人の方々が認
定されました。「おのフラワー
マイスター」は、2年間にわた
る養成学習会を修了された方に、
市が独自に認定しているもの
です。 
今後、マイスターの皆さん
には、「色と香りのまちづくり」
をテーマに花壇デザイン、花
苗の育苗や植栽ついて行政と
の協働のもと「ガーデニング
シティおの」を目指してご活
躍されることを期待しています。
　　　　　（観光課景観整備係） 

播磨町総合体育館で
行われた同大会で、市
総合体育館（アルゴ）な
どを拠点に活動してい
る正武会館（小野支部）
の竹内悠敦くん（神明町）
が幼児の部で、見事優
勝しました。 
 
（小野小学校区　田中敏
さん） 

田中眞司さん（新部町） 
このたびの受賞は、消防

関係者をはじめ多くの方と
家族の支えによるものと感
謝しております。 
退職後は、地域づくり協

議会で、多くの人との出会
いの中でボランティア活動
を楽しんでいます。 
今後も、微力ながら地域

活動に貢献できればと考え
ています。 

中田清和さん（粟生町） 
私は、昭和51年8月に青

野ヶ原駐屯地に配属となり、
小野市に30年以上住んで
います。 
在職中の一番の思い出は、

隊員全員で土木作業をして
駐屯地を作ったことです。 
今後は、ボランティア活

動に積極的に参加していき
たいと考えています。 

松尾義久さん（下来住町） 
34年間の消防団活動を

通して、「地域の連携」が
いかに大切かを実感しまし
た。ふるさとを想う地域の
方々の協力によって「一人
ではなかなかできないこと
も、みんなでならできる」
のだと思います。 
今後も「ふるさとづくり」

を生きがいにして、頑張っ
ていきたいと思います。 
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いつも笑顔でお話上手。 元気に大きくなってね 　　　（母　千佳子さん） 

元気でわんぱく壮太 
毎日笑顔ありがとう 
　　　　（母　美佳さん） 
 

ちゃん 

わんぱく坊主の美輝☆ 

一緒に沢山初めて体験し 

ようね！！（母　美鈴さん） 

万勝寺町 
1歳4か月 

おしゃぶりは手放せま 
せん！バナナ大好き★ 
　　　（母　理枝さん） 
 

大島町 

1歳4か月 

いつも笑顔をありがとう 
明るく元気に育ってね！！ 

　　　（母　千恵美さん） 

元気いっぱい、優しい 
女の子になってね 
　　　（母　ひとみさん） 

お兄ちゃんに似て活発な 

　希。一杯遊ぼうね 

　　　 　 （母　恵子さん） 

 

ま つ ざ き 　 　  ゆ う  が  

おおにし 
ながおか  さ ゆ う  やなぎだ  あい   な ま つ お 　 さ つ き  

ないとう  そうた  いな  ば  よし  き  

　 

小野商工会議所 

市民会館・コミセンおの 

市役所前 

クリスマスがやってきます！ 
光が織り成す素敵な空間をお楽しみください。 

図書館前 

うるおい交流館エクラ 

白雲谷温泉ゆぴか 

コミセンかわい 

ＪＲ小野町駅 

ＪＲ市場駅 

北播磨最大級の 
巨大ツリーは圧巻！ 
周辺施設のイルミネー 
ションが一体となった 
地域№１のスポットです。 

イルミネーションを地元の皆さんが飾り付 
け、光の中に地域のあたたかさを感じます。 

市内公共施設 

ＪＲ各駅舎やコミセン 

市役所周辺 

問い合わせ先 
　小林正子（�　 0308） 
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私たち小野俳句会は、現在、50代から80代の男女
合わせて15人で活動しています。月1回、各自が三
句出句し、講師や先輩方のアドバイスを受けながら、
和やかな雰囲気で学んでいます。 
生活の中で感動したこと、悲しかったこと、うれ
しかったことなどを的確に表現できたときの喜びは
何とも言えません。 
また、俳句という短い詩を作ることで、何気ない
日常をいろんな視点から見ることができるのも醍醐
味だと思います。 
年間行事として、吟行や3回程度の展示を行うほか、
学習の発表会として文芸大会を開いています。 
日々の生活を「五・七・五」にするおもしろさを
いっしょに楽しみませんか。 
興味をお持ちの方の入会を、心よりお待ちしてい
ます。 

小野俳句会　（代表 小林 正子） 

◯ 63

小野藩主・末徳は暗君か？ 
映画「十三人の刺客」で考える 
 

最近、神戸で公開された映画「十三人の刺客」を
観た。池宮彰一郎原作で、映画は13人の侍が明石藩
主・松平斉韶主従約300人を襲撃する50分間の激闘
シーンが話題になった。悪逆非道の暴君ゆえに幕閣
の密命で暗殺されたわけだが、この殿様、モデルは
同藩15代藩主、松平斉宜とされている。地元明石で
はあまりもにひどい暴君ぶりの映画の描き方に波紋
が広がっているようだ。 
さて、我が小野藩・一柳家には暗君と呼ばれる殿
様はいたのだろうか。気になる本を見つけた。八幡
和郎著「江戸三〇〇藩 バカ殿と名君」は、11代末徳
=写真=を暗君のように扱っている。理由は幕命によ
る大阪湾岸・市中警備を大坂の侠客、小林佐兵衛に
丸投げしたことだという。 
だが、その根拠は司馬遼太郎の小説「侠客万助珍談」

（のちの長編「俄（にわか）」）だ。小説では身分は足軽
頭で、苗字帯刀、騎乗を許し、藩は経費を出さない
代わり侠客の自宅を藩邸の名目とし、賭場開帳を黙
認したという。 
小林は実在の侠客で、明治維新後は大阪の消防頭
取になり、授産所を設けるなど社会事業や慈善事業
に尽力した。藩主・末徳が1863年、幕府から大阪

の沿岸警備を命じられたのは事実だが、小林を士
分に取り立て、警備を任せたという史料はないよ
うだ 
社高校長などを勤めた藤本欣司さんは著書「小
野旧藩誌補遺稿」（1996年刊）で、小林の足軽頭登
用など「全くの誤りである」と指摘した。小野藩
政史に詳しい旭丘中校長、石野茂三さんも「長年、
史料を探してきたが、小林がらみの古文書は出て
こない」と口を添える。 
藩主・末徳は当時、まだ14歳で、丹波綾部藩・
九鬼家から養子に来たばかり。それでも末徳は京
都御所警護に続き、大坂警護の現地検分を果たし
ており、暗君視するのはいかがなものか。百歩譲
ってもし侠客に警備を委ねたとしてそれが愚政と
言えるのかどうか。長州の奇兵隊は農民・町人ら
庶民も登用したし、徳川家も江戸の侠客新門辰五
郎に江戸の防火を任せたなどの例もあるからだ。 
では、先祖が播磨出身
の司馬さんがなぜ小野藩
に悪感情を抱いたのだろ
うか。この稿執筆のため
東大阪市にある司馬記念
館へ足を運び、あるヒン
トをつかんだ。だが、誌
面の都合でいまは藩主・
末徳と小野藩の汚名をす
すぐだけにとどめておき
たい。 

なりつぐ  

なりこと  

すえのり  

小野藩11代藩主　一柳末徳 



●思春期・ひきこもり相談　 1月24日（月）　 13：30～（�0795　 9367） 

◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。 

日   月   火   水   木   金   土 Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat 

最新情報は 
http://www.onokato-med.or.jp/ 

1 2 3 4

5 6 7 8 9

13

11

12

10

14 15 16 17 18

19 20

8

9 10

21 22

29

23 24 25

26 27 28 30 31

2 43 5 6 7

内　容 対　象 日　程 時　間 
平成22年6月10日から平成22年9月8日 
生まれで未接種の乳児 

4か月児健康診査 平成22年  8月生まれの乳児 

平成21年 5月生まれの幼児 

平成21年  6月生まれの幼児 

3歳児健康診査 

未来のパパママ教室 

平成19年10月生まれの幼児 

7か月児教室 平成22年 5月生まれの乳児 
2歳児教室 

●こころのケア相談　　 　1月17日（月） 　13：30～（�0795　 9367） 
●HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談 （�0795　 9365） 
　12月6日（月）・20日（月）13：30～14：30　※無料・匿名で受けられます 

●専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　    （�0795　 9365） 
　12月3日（金）・1月7日（金）13：30～15：00

平成20年 12月生まれの幼児 

平日、窓口で行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）と印かんを持 
参ください。妊婦健康診査助成券（上限75,000円分）をお渡しします。 

ネコの引き取り 

※教室には、開始時刻までにお越しください。 

北播磨小児科救急 
曜　日 

第　1　土曜日 
第　3　土曜日 

第 2・4 土曜日に続く日曜日 

診療時間 
12：00～18：00 
10：30～18：00 
 9：00～17：00 

1歳6か月児健康診査 

母子健康手帳交付 

BCG予防接種 

出産予定日が平成23年3・4・5月の方 

12月 16日（木） 
12月 21日（火） 

12月 9日（木） 

1月 21日（金） 

12月 14日（火） 

平成19年11月生まれの幼児 1月 11日（火） 

12月 20日（月） 

12月   6日（月） 
＊会場はコミセンおの 

1月 17日（月） 

13：30～14：30

13：00～14：30

9：00～16：30

◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください 

健
康
診
査
 

教
室
 

　 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

小野市民病院 
中町 
63-2020 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

小野市民病院 
中町 
63-2020 

小野市民病院 
中町 
63-2020 

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 小野市民病院 
中町 
63-2020 

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

小野市民病院 
中町 
63-2020 
加東市民病院 

　加東市家原 
0795-42-5511

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

小野市民病院 
中町 
63-2020 

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

加東市民病院 
　加東市家原 

0795-42-5511

詳しくは、ホームページ「北播磨いきいき情報」をご覧ください　当番病院は、消防署（�◯0119）で確認のうえ受診してください 63
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人　口　50,502人（前月比  +25） 
　男　　24,630人　　　女　　25,872人 
世帯数　18,573世帯　　面積　  93.84㎞2

 

10：00～11：30※ 
9：30～11：00※ 

9：30～11：30※ 

/1 1

63

兵庫青野原病院 
南青野 
66-2233

　　　　

◯ 42
◯ 42

◯ 42
●アルコール問題相談 　　　1月12日（水）　 13：30～（�0795　 9367） ◯ 42

◯ 42

ますむら医院 
加東市上滝野 
0795-48-0704

※当番医は変更することがありますので、
新聞、消防テレフォンサービス（� ◯
７１１９）または、消防署（� ◯０１
１９）で確認してください 

63

63

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

月1回実施します。引き取りを希望される方は、市健康課（◯3977）へご連絡ください。 
（保健センターが一時移転しているため、申出者へ日時・場所をお知らせします。） 

63

育が丘クリニック 
樫山町 
62-8112

小島クリニック 
王子町 
64-2727

福岡クリニック 
神明町 
63-1600

福岡クリニック 
神明町 
63-1600

松原メイフラワー病院 
加東市藤田 
0795-42-8851

田渕医院 
加東市新町 
0795-48-0160

柏木医院 
船木町 
67-0199

坂本医院 
加東市上中 
0795-42-6660

森下クリニック 
加東市社 
0795-42-0024

兵庫青野原病院 
南青野 
66-2233

清水内科クリニック 
敷地町 
62-1005

会場はすべて伝統産業会館です 

復井診療所 
復井町 
66-7318

青山医院 
加東市吉井 
0795-46-0321

清水内科クリニック 
敷地町 
62-1005

東条診療所 
加東市新定 
0795-46-0048

緑駿病院 
復井町 
66-2020

緑駿病院 
復井町 
66-2020

赤羽目医院 
加東市北野 
0795-48-5058

井上医院 
加東市沢部 
0795-42-1190

井上医院 
加東市沢部 

0795-42-1190

曽野医院 
加東市東古瀬 
0795-42-6299

ひまわりクリニック 
神明町 
62-7209

岡田内科医院 
市場町 
62-7366

土井病院 
復井町 
66-2119

東条診療所 
加東市新定 
0795-46-0048

依藤診療所 
本町 
63-0028

育が丘クリニック 
樫山町 
62-8112

松尾内科 
黒川町 
64-0880 

松尾内科 
黒川町 
64-0880 

小島クリニック 
王子町 
64-2727

小野市民病院 
中町 
63-2020 

神医院 
加東市森 

0795-47-0144

山口内科医院 
本町 
64-0202

黒川町 
63-1080

北野整形外科・外科 

【内科】【内科】 

【外科】【外科】 

嬉野診療所 
加東市山国 

0795-42-8477

育が丘クリニック 
樫山町 
62-8112


